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八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


r 各部の名称と機能」 （1 日目ページ） 

本体のを部のを称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

r 設置と接続」 （1 目9ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 


r 基本的な操作」（174ページ） 

電源の ON や OFF の方法、および CD - ROM のセツト方法などじついて説明して 
います。 


r オプションの取り付け」 （18 日ページ） 

本装置にオプションを取り付けるときにご覧ください。 

r ケーブル接続」に目目ぺージ） 

本体の内部/外部へのケーブル接続例を示します。背面にあるケーブルの接続 
については「設置と接続」をご覧ください。 


r システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」に目9ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方まについて説明しています。 


「リセットとクリア」 （30 日ページ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のクリア方法について説明しま 
す。 


「 RAID システムのコンフイグレーシヨン」 （309 ぺージ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方法について説明します。 
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各部の名称 I と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置前面 



(1) フ□ントドア 

POWER スイ、ソチ、 5.25 型デバイス、光ディスク 
ドライブを取り扱うときや 3.5 型デバイスベイに 
八ードディスクドライブを取りがける（または取 
りかす）、 USB 機器を接続するときに開ける。添 
がのセキュリティキーで□ックずることができる 
(一174ページ）。 

(2) キース□ット 

フ□ントドアを□ック/解除ずるセキュリティ 
丰一の差し □ (一 174ページ)。 

(3) スタビライザ（左ちに各2個） 

転倒防止巧のストッパ。 

(4) LAN アクセスランプ（緑色） 

LAN に接続されているときに点灯し、 LAN にアク 
セスしているときに点滅ずる（一163ページ)。 
左側が LAN 1用でち側が LAN2 用。 

LAN ポート番号は、 0S の種類によりアイコン表 
示と 0S 上の表示が異なる場合があります。 


(己） D 旧 K ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵の八ードディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。内蔵の八ードディスク 
ドライブのうち、いずれか1つでも故障するとア 
ンバー色に点灯ずる（一165ページ)。 

(巨） POWER / SLEEP ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯ずる。電源を OFF 
にすると消灯する（一165ページ）。またシステ 
ムがスリープ状態のときに点滅する。 

(7) STATUS ランプ（緑色/アンパ'—色） 

正常に動作しているときは緑色に、異常をお化ず 
るとアンバー色に点灯•点滅する（一163ペー 
ジ）。 
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装置前面（フロントドアを開いたが態) 


く 3.日型ディスクケージ搭載時> 

ホ、ソトスワップ対応の 3.5 型ディスクケージ( N 8 154-25) の場合、最大で8台の八ードディス 
クドライブを実装できます ( N 8154-25 3.5 型ディスクケージを2台搭載した場合）。 


脚 (1) 



く 2.日型ディスクケージ搭載時> 

ホ、ソトスワップ対応の 2.5 型ディスクケージ ( N 8154-24) の場合、最大で16台の八ードディス 
クドライブを実装できます ( N 8154-24 を2台搭載した場合)。 


巧） (1) 
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(1) 己.2己型デバイスベイ 

オプションのバックアップテープドライブや M0 
ドライブなどを取り付ける場所（^232ぺージ)。 

(2) 光ディスクドライブ 

モデルや購入時のオーダによって、 t (下のドライ 
ブが1台搭載される。 

-DVD-ROM ドライブ（標準） 

- DVD Super MULTI ドライブ（オプション） 

セットしたディスクのデータの読み化しを行う 
(一179ページ）。 

に）-1強制イジェクトホール 
に）-2トレー 
(2)-3 アクセスランプ 
(2)-4 トレーイジェクトボタン 

(3) 八ードディスクドライブベイ 

八ードディスクドライブ用ス□、ソト。N8 154-25 
3.5 型ディスクケージを搭載した場合、約 25.4mm 
(1 インチ）厚の 3.5 型八ードディスクドライブが 
取り付けられる（一193ページ)。 

PORT は下から順に PORTO 〜 P0RT3 で固定に 
設定されている。八ードディスクドライブは別売 
品でブランクス□、ソトにはダミートレーが搭載さ 
れている。 

N8 154-24 2.5 型ディスクケージを搭載した場合、 
約 15mm の.6インチ）厚の 2.5 型八ードディスク 
ドライブが取りがけられる（^199ぺージ)。 
PORT はちから順に PORTO 〜 P0RT7 で固定に 
設定されている。八ードディスクドライブは別売 
品でブランクス□、ソトにはダミートレーが搭載さ 
れている。 


(4) カバーオープンセンサ 

フ□ントドアの開閉をお化するセンサ。 

(己） POWER / SLEEP スイッチ 

電源を ON/OFF するスイッチ。一度押ずと 
POWER/SLEEP ランプが点灯し、 ON の状態にな 
る。もう一度押ずと電源を OFF にする(-175 
ページ）。4秒 U 上押し続けると強制的にシャット 
ダウンする（一305ページ）。 

(目）ランプ（前ぺージ参照） 

(7) RESET スィッチ 

本装置をリセットするスイッチ（一305ページ）。 

(8) DUMP ( NMI ) スイッチ 

メモリダンプを採取する（一407ページ）。 

(9) USB コネクタ 

USB インタフエースに対応している機器と接続ず 
る（一172ぺージ')。 

(10) 増設用ディスクケージ搭載ベイ 

2台目の増設ディスクケージを取りがけることが 
できます。オプションの 3.5 型ディスクケージを 
搭載することで 3.5 型八ードディスクドライブを 
最大8台まで取り付けることができる。 

オプションの 2.5 型ディスクケージを搭載するこ 
とで 2.5 型八ードディスクドライブを最大16台ま 
で取り付けることができる。 
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装置背面 



(1) 電源ユニット 

本装置に DC 電源を供給ずる装置。 

(2) 八ンドル 

電源ユニットの取りがけ/取り外しの際に持つ 
とっ手。 

(3) POWER / STATUS ランプ 

電源の状態を表すランプ（一165ページ)。 

(4) AC インレット 

電源コードを接続ずるソケット（^171ぺージ)。 
増設電源 ユニッ トにも AC インレットががいてい 
る。 

(己）増設電源ユニットス□ット 

オプションの電源ユニットを取り付けるス□ット 
(一210ページ)。 

(目）シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(一171ぺージ)。 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん。 

(7) PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取りがけるス□ット 
(一237ページ)。 

(8) マウスコネクタ 

添がのマウスを接続ずる（一171ページ）。 

(9) キーボードコネクタ 

添付の丰ーボードを接続する卜171ぺージ')。 


(10) シリアルポート B コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続ずる 
(一171ぺージ)。 

本シリアルポートは EXPRESS SCORP エンジン2 
を利用したリモートマネジメント機能 (SOL) を使 
用する場合、 UPS 管理などに利用できません。 

(11) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接統ずる（一171ページ)。 

(12) UNK/ACT ランプ 

LAN のアクセス状態を示すランプ（一168ペー 
ジ)。 

(13) LAN コネクタ 

1 0OOBase-T/1 OOBase-TX/1 日 Base-T 対応に対 
応した LAN 上のネットワークシステムと接続ずる 
(一171ぺージ')。 

(13)-1 LAN ポート1(標準） 

(13)-2 LAN ポート2 (標準） 

(13)-3 管理用 LAN ポート （ 1 0OBase-TX/10- 
BaseT) 

LAN ポート番号は、 OS の種類によりアイコン表 
示と 0S 上の表示が異なる場合があります。 

(14) Speed ランプ 

標準装備の LAN ポート1と2および管理用 LAN 
ポートの転送速度を示すランプ。 

(1 己) USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続ず 
る （^171 ページ)。背面から見て左から順にコ 
ネクタ1、コネクタ2と割り当て6れている（一 
171ページ） 
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電源ユニット 
CPU ダク トカバー 
冷却ファン（標準装備） 

(3)-1 PCI ( FAN 5) 

(3)-2 フ□ント （ FAN 7) 

(3) -3 リア （ FAN1) 

冗長フアンユニット 

冗長ファンはフ□ント側とリア側の2つがセット 
になリまず。 

(4) -1 フ□ント （ FAN 4) 

(4)-2 リア ( FAN 2) 


(日）己.2己型デバイスベイ （3 ス□ット） 

光ディスクドライブを1台搭載していまず。 
最大2台まで増設可能。 

(6) ディスクケージ用ス□ット 

ディスクケージ（オプション）を搭載可能。 

(7) 3.5 型八ードディスクケージ 

へー ドディスクドライブ4台を搭載可能。 

(8) マザーボード 


装置内部 


(1) (2) (3)-2 (4)-1 (5) 



上の図は N 8154-25 3.5 型ディスクケージ搭載の場合を示しています。 

2.5 型ディスクケージ搭載の場合は、項番7が 2.5 型ディスクケージとなり、 2.5 型八ードディ 
スクドライブが8台搭載巧能です。 


12 3 4 
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マザーポー 



(1) 電源コネクタ 

(2) プ□セ ッサー 1ソケット 

(3) DIMM ソケット 

(4) プ□セッヴ ー2 ソケット 
(己）電源コネクタ 

(6) フ□ント冷却ファンコネクタ（標準） 

(7) フ□ント冷却ファンコネクタ（オプショ 
ン） 

(8) 電源コネクタ 

(9) フ□ントスイッチ/ LED コネクタ 

(10) 冗長電源用コネクタ 

(11) PCI 冷却ファンコネクタ（標準） 

( 1 2) オプションファン用切り替えジャンパス 
イッチ （21 巨ぺージ参照） 

(13) 八ードディスクドライブ用 SATA コネクタ 

(14) 光ディスクドライブ用 SATA コネクタ 
(1 己) SGPI 02 コネクタ 


(16) CM 0 S クリア用ジャンパスイッチ （307 
ぺージ参照） 

( 1 7) パスワードクリア用ジャンノ くスイッチ 
(308 ページ参照） 

(18) 内蔵 USB デバイス接続用 USB コネクタ 

(19) フ□ント USB コネクタ 

(20) COM A コネクタ 

(21) リア冷却フアンコネクタ（標準） 

(22) ブザー 

(23) SGPI 0 B コネクタ 

(24) SGPI 0 A コネクタ 

(2 己） PCI ボードス□ット（巨ス□ット、上か5 
PCI #1 一 PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4 一 
PCI # 己一 PCI # 巨） 

(26) リチウムバッテリ 

(27) リア冷却フアンコネクタ（オプション） 

(28) が部接続コネクタ （ 1日9ぺージ参照） 


* ここでは本装置のアップグレードや保守馆 B 
品交換など）の際に使用するコネクタのみあ 
げていまず。その他のコネクタや部品につい 
ては出荷時のままお使いください。 





































































































162 各部のを称と機能 


ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意□末は次のとおりです。 


<3.已型ディスクケージ搭載時> 



<2.已型ディスクケージ搭載時> 



本体前面 
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LAN アクセスランプ 

本装置が LAN じ接続されているときに緑色に点なし、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


STATUS ランプ 

本装置が正常に動作している闇は STATUS ランプは緑色に点なします。 STATUS ランプが消 
なしているときや、アンバー色に点な/点滅しているときは本装置になんらかの異常が起きた 
ことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□末、対処方まを示します。 



• ESMPRO やオフライン保ずユーティリティ等を使ってシステムイベント 
ログ ( SEL ) を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャットダウン 
処理ができる場合はシャットダウン処埋をして再起動してください。 
シャットダウン処理ができない場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(305 ページ参照）、一度電源コードを抜き差しして再起動させてくださ 

い。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色(こ点火了 

正常(こ動作しています。 

— 

緑色(こ点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

目 IOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 


メモリ修復可能エラーが多発してい 
ます。 

バイスを確認後、早急(こ交換するこ 
とをお勧めします。 

消灯 

電源が OFR こなっている。 

電源を ON (こしてください。 


POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を 
完了後、しば6<すると緑色(こ点の 
します。 


CPU で内部エラーが発生した。 

いったん電源を OFF にして、電源を 


ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

ON (こし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社(こ連絡してく 
ださい。 


メモリダンプリクエスト中。 

( DUMP スイ、ソチ押下時など） 

* ソフトウェア要因のダンプ中は緑 
点火了のままです。 

ダンプを探取し終わるまでお待ちく 
ださい。 

アンバー色(こ点灯 

温度異常をお化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さし、 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 


電圧異常をお化した。 

保守サービス会社に連絡して<ださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い。 

アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどち6か一方の電 
源ユニット(こ AC 電源が供給されてい 
ないか、どち6か一方の電源ユニッ 
卜の故障をお化した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
(こ連絡してください。 


ファンアラームをお化した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわ6ない場合は、保守サー 
ビス会社速絡してください。 


温度警告をお化した。 

内部ファンにホコリやチリがが着し 
ていないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さし、 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 


電圧警告をお化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 


いずれかの八ードディスクドライブ 
の故障をお化した。 

い。 


サイドカバーが開いている。 

サイドカバーを閉じてください。そ 
れでち表示が変わ6ない場合は、保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 























ハードウエア編 165 


POWER/SLEEP ランプ 

本装置の電源が ON の闇、ランプが緑色に点なしています。電源が本装置に供給されていない 
と POWER/SLEEP ランプが消なします。 

省電カモードをサポートしている 0 S で、本装置を省電カモードに切り替えるとランプが緑色 
に点滅します。 POWER スイ、ソチを押すと、通常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows Server 2003の場合に機能します。また、 OS によっては一を時間 
上、本装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設をしたり、 OS のコマン 
ドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 


DISK ACCESS ランプ 

D に K ACCESS ランプは 3.5 型八ードディスクドライブベイまたは 2.5 型八ードディスクドラ 
イブベイに取り付けられている八ードディスクドライブの状態を示します。 

八ードディスクドライブにアクセスするたびじランプは緑色に点なします。 

D に K ACCESS ランプがアンバー色に点なしている場合は、八ードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディスク 
ドライブじあるランプで確認できます。 

D に K ACCESS ランプが緑色とアンバー色に巧互に点滅している場合またはアンバー色に点 
滅している場合は、本体装置内蔵の RAID コント□ーラに接続されている八ードディスクドラ 
イブのリビルド（再構築）が行われていることを示します。 
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J \- ドディスクドライブのランプ 


3.5 型八ードディスクドライブベイまたは 
2.5 型八ードディスクドライブベイに搭載し 
ている D に K ランプは表示状態によつて意□ホ 
が異なります。 

• 緑色に点な 

八ードディスクドライブにアクセスし 
ていることを示します。 

• アンパ’一色に点'打 

RAID システムを構成しているときに 
取り付けている八ードデイスクドライ 
ブが故障していることを示します。 




卜くこ RAID システムで論理ドライブ (RAID 1、 RAID10. RAID 5、 RAID 50、 RAID 6) 

を構成している場合は、1台 (RAID6 では2台)のハードディスクドライブが故障 
しても運用を続けることができます。しかし、早急にハードディスクドライブ 
を交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ハードディスク 
ドライブの交換はホットスワップで行います）。 


• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません）。 RAID システム構成で、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行いますけートリビルド機能）。リビルド中はランプが緑色とア 
ンバー色に交互に点なします。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点なします。 


B1 


オートリビルド機能を使用するときは次のを意事項を守ってください。 

• リビルド中は本体装置の電源 Off、 または再起動をしないでください。 

• j \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は90秒 ly 上あけて 
<ださい。 

• 他のリビルド中の八ードディスクドライブび存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 
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電源 ユニッ トのランプ 

電源ユニットにあるランプは、電源の供給状態を示すランプです。 




© 


J® [ 0 0 


阿 


© 
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臟惡發 


POWER/FAIL ランプ 


オプションの電源ユニットを搭載している場合は、1台の電源ユニットが故障 
Iri ^ しても、残りの電源ユニットで運用を続けることができます（冗長機能）。ま 
た、故障した電源ユニットはシステムを停止することなく、電源 ON のまま交 
換（ホットスワップ）できます。 


AC POWER ステータス ランプ 

背面にある電源ユニツトには AC POWER ステータスランプがあります。本体装置が正常に動 
作している場合に緑色に点なします。本ステータスランプが点なしない、またはアンバー色に 
点灯または点滅する場合は、電源ユニツトの故障が考えられます。保守サービス会社に連絡し 
て電源ユニツトのを換を実施してください。 

AC POWER ランプ 

背面にある電源ユニツトには AC POWER ランプがあります。 AC インレツトに電源コードを接 
続し、本体装置の電源を ON ( DC 電源を本体に供給）すると、ランプが緑色に点なします。 
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LAN コネクタのランプ 

背面にある3つの LAN ポート（コネクタ）に 
はそれぞれ2つのランプがあります。 

• UNK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの 
状態を表示します。本体と八ブに電力 
が供給されていて、かつ正常に接続さ 
れている間、緑色に点なします ( LINK )。 
ネットワークポートが送受信を行って 
いるときに緑色に点滅します ( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場 
合は、ネットワークケーブルの状態や 
ケーブルの接続状態を確認して< ださ 
し^。それでちランプが点なしない場合 
は、ネットワーク ( LAN ) コント□-ラが 
故障している場合があります。お買い 
求めの販売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 

• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの 
通信モードがどのネットワークインタ 
フェースで動作されているかを示しま 
す。 


UNK/ACT 



標準 LAN 標準 LAN 
ポート2 ポート1 


- 通常の運用で使用される2つの LAN ポートは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、 
10 BASE - T をサポートしています。アンパー色に点灯しているときは、 

1000 BASE - T で動作されていることを示します。 

緑色に点なしているときは、 100 BASE - TX で動作されていることを示します。 
消灯しているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 


- 管理用として使用される LAN ポートは、100 BASE - TX と10目 ASE - T をサポートし 
ています。緑色に点灯しているときは、100 BASE - TX で動作されていることを示 
します。消なしているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 


LAN ポート番号は、 OS の種類によりアイコン表示と日 S 上の表示び異なる場 
合びありまず。 
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設置と接続 

本装置の設置と接続について説明します。 



A ミ主意 


瓜參 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

• 2人杉下で持ち上ばない 

• 指定 m 外の場所に設置しない 

• 腐食性ガスの存在する環境で使用しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 



な下のを件を満たした場所 


<動作時> 

<休止時> 

) ま巧溫度： 10°C 〜 35°C 

已で〜40で* 

1 湿度： 200/〇〜800/〇 

10%~80% 

溫度勾配：±1 o°c/ 時 

±1已で/時 

気圧： 749〜1040 hpa 

749〜1040 hpa 


室内温度1已で~2已での範囲を 
なてる場所での使用をお勧めしまず。 


装置の前後に1日 0mm 
1>ソ上のスペースびとれる 
場所 


AC 20 0V に接続する場合、 
別売の専用コードをご使用 
ぐださい。 

(K410-1 巨 2(03) 

y 


添付の電源コード 
び届く範囲にある 
コンセント 


フ□ントドアを完をに開けることびできる 
スぺース①ある場所。（フ□ントドアは完を 
に開けると左側面か日約3已ミリとびだします。 


突然の停電や瞬電に 
よるシステムの停止 
' を防止するために 
1お停電電源装置 
(UPS) ①設置を 
お勧めします。 


設置場所が巧まったら、3人 W 上で本装置の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっ<りと 
静かに置いてください。 


• 装置前面のフ□ントドアを持って、持ち上ばないでください。フ□ント 

置3 ドアびがれて落下し、装置を破損してしまいます。 

• スタビライザを開いて設置場所に固定してください。 

• 持ち運びの際に電源モジュールにある八ンドルを持たないでください。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本装置を 
設置すると、誤動作の原因となります。 




腐食性ガス（塩化ナトリウムや二酸化硫黄、 
硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、 
オゾンなど）の発生ずる場所。また、ほこ 
り中に腐食を促進ずる成分（硫黄など）や 
導電性の金属などが含まれている場所。 



電源コードまたはインタフエー 
スケーブルを足で踏んだり、 
引つ掛けたりするおそれのある 
場所。 



本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費する装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければならない場 
所。_ 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信用ア 
ンテナ、送電線、電磁クレーン 
など）のお<。 


電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで ON / OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生ずる装置 
のおくには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生ずる装置 
のお< に設置するときは電源配 
線の分離やノイズフィルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して巧ってください。） 
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本装置と周辺装置を接続します。本装置には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用 
意されています。次の図は本装置が標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を 
示します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセン 
卜につなげます。 


警告 


AA 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 


参 

指定 m がのコンセントに差し込まない 

AA 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定似がの電源コードを使わない 


参 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
■ 、 


参 

指定似がのインタフェースケーブルを使用しない 
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USB 機器 


USB 機器 



本体前面 


キーボード 


マウス 


最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続する。 
UPS に接続ずる場合は次 
ページを参照。 



シリアルインタフェースを持つ 
装置（モデムなど） 
専用回線への直接接続は不可 
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W -0 • 本装置、および接続する周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくだ 

置3 さい。 ON のが態のまま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず。 

• NECm が（ヴードパーティ）の周辺機器およびインタフエースケーブル 
を接続する場合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置を使用できるこ 
とをあ5かじめ確認してください。サードパーティの装置の中には使用 
でをないちのちあります。 

• SCSI 機器の接続は、ケーブルの全長び 3 mlU 内になるようにしてくださ 
い。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報 
サービス （ HTTPS ) を利用ずる際に使用ずるモデムについては 、 NEC 
フィールディングにご相談ください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはできませ 
ん /。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのボードを使用してください。 


本装置の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある化カコ 
ンセントに接続します。詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 

本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）さ 
せるために本体の BIOS の設をを変更してください。 

BIOS の 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
をすることができます。詳しくは293ページを参照してください。 
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基本的な操作 

基本的な操作の方法について説明します。 


フロントドアの開閉 


本装置の電源の ON / OFF や光ディスクドライブ、 5.25 型デバイスを取り扱うとき、 3.5 型八一 
ドディスクドライブベイへの八ードディスクドライブの取りがけ/取り外しを行うときはフ 
□ントドアを開きます。 


wO • フ□ントドアは、添付のセキユリティキーで□ツクを解除しないと開け 
Ito ることびでさません。 

• ソフトウエアには光ディスクドライブのトレーや日.2日型デバイスベイ 
に取り付けているデバイスにセツトしているメディアをイジエクトさせ 
るコマンドを持つものびあります。この場合、フ□ントドアび開いてい 
ることを確認してか5コマンドを実行してください。フ□ントドアを閉 
じたままコマンドを実行ずると、フ□ントドアに光ディスクドライブの 
トレーや己.2已型デバイスのメディアびぶつかり、装置を故障させるこ 
とびあります。 


キース □、ソ トじ添付のセ车ュリティキーを差し込み、羊一を回して□ックを解除してから、フ 
□ントドア左上部の取っ手を軽く持って手前に引くと開きます。フ□ントドアを閉じた後は、 
セ丰ュリテイのためにも羊一で□ックしてください。 


フ□ントドアを開ける際は、ち上部の取っ手にツメを引っかけて開けないよう 
Bta お願いしまず。フ□ントドアび開けづ5い場合は、左上部と左下部をそれぞれ 
手で持って手前に引いてください。 
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2. 本装置前面にある POWER スイッ 
チを押す。 

POWER / SLEEP ランプが緑色に 
点灯し、しばらくするとディスプ 
レイ装置の画面には文字が表示さ 
れます。 



源の ON 


本装置の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 

次の順唐で電源を ON にします。 

1 . ディスプレイ装置および本装置に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 


I チェッ匀 


無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


POWER/SLEEP 

ランプ 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを巧すま 
で10砂 m 上の時間をあけてください。 

• モニタ画面に何5かの文字び表示されるまでは電源を OFF にしないでく 
ださい。 


文字を表示している間、自己彰断プ□グラム ( POST ) を実行して八ードウェアの 
診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 POST を完 
了すると 0 S が起動します。 

^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
巨^ 178ページを参照してください。 



0000〇 000001 
0000〇 00000 
0000〇 00000 
0000〇 00000 
0000〇 00000 
0000〇 00000 
0000〇 00000 
0000〇 00000 
0000〇 00000 
0000〇 000001 
0000 コ 0000 「 
0000 C 0000 厂 
100000111000001 
を or 


OQ 


1 「/ 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、メモリ、プ□セ、ソサ 
( CPU ) 、羊ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中じを種の BIOS セッ 
トアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

化荷時の設をでは POST を実行している間、ディスプレイ装置 
には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。レ Es に羊一を押すと 、 POST 
の実行内容が表示されます。） 

PaI bios のメニューで <Esc> キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 

ム^ 表示させることができます。「システム BIOS (SETUP) のセットアップ」の 
「Boot」（302 ぺージ）メニューにある 「Quiet Boot」 の設定:を 「Disabled 」 に七刀 
り替えてください。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメ 、ソ セージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 




• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
て < ださい。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取 
り付けたオプションのポードの BIOS び要求しているためのものです。 
オプションの説明書にある説明を確認してか5何かキーを押してくださ 
い。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがし/取り付けているス□ット 
の変更をしてか5電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ボードの構成に誤りびあることを示すメッセージを表示して POST を 
いったん停止することびあります。 

この場 S まく Fl > キーを巧して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明ずるユーテイリテイを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。 

ディスプレイ装置の画面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしてい 
るメッセージが表示されます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモ 
リチェックが完了するまでに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート） 
した場合など、画面に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。 

これらは搭載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどをお化したこと 
を知らせるメッセージです。 

3. しばらくすると、マヴーボード上のネットワークコント□ーラに関する設定をする 
ユーティリテイの起動メニューが 2 回（搭載している LAN コント□-ラ分）表示さ 
れます。 


特に起動して設をを変更する必要はありません。 


4. オンボードの RAID コント□-ラ （LSI Embedded Me 呂 aRAID ) をジャンパにて 
有効にしている場合は、次のメッセージが表示されます。ジャンパの設定は 317 
ページを参照してください。 

Press く Ctr し> く M > to Run LSI Software RAID Configuration 
UtiLity . 


ここでく Ct 「 l > キーとく M > 羊一を押すと八ードディスクドライブで RAID システムを 
構築するためのユーティリティが起動します。 


己.オプションの RAID コント□-ラを搭載している場合 RAID コント□-ラを検出し、 
Web BI 日 S セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます 
(そのまま何も入力せずにいると数秒後に P 日 ST を自動的に続けます）。 

Press く CtrL> く H>for Web BIOS 

ここで <(：が>丰一と<1~1>丰一を押ずとユーティリティが起動しまず。設定方まやパラ 
メータの機能じついては、269ページを参照してください。 

ユーティリティを終了すると、再起動を促すメッセージ画面じなりますので、 
く Ctrl >+ く Alt >+ く Del > を押してください。もう一度はじめから POST を実行します。 


6. 続いて本体にオプシヨンボードなどの専用の BI 日 S を持ったコント□ーラを搭載し 
ている場合は、 BIOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示 
されます（そのまま何も入力せずにいるとしばらくして P 日 ST を自動的に続けま 
す)。 


く例： SCSI 目 IOS セットアップユーティリティの場合> 

Press く CtrL> く A> for SASSeLect(TM ) UtiLity! 

ここで <(：が>丰一と < A > 丰一を押すとユーティリティが起動します。を機器の設定値 
やユーティリティの詳細じついてはボードに添付の説明書を参照してください。 
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7. しばらくすると、マヴーボードにある BI 日 S セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 

使用する環境にあった設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> 羊一を押します。 
設定方まやパラメータの機能については、269ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 



本体の PCI バスに複数の RAID コントローラなどを搭載している場合は、それぞ 
れのオプション ROM を展開するために時間を要します。また、 RAID コントロー 
ラや SCSI コントローラ、 SAS コントローラなどのオプション ROM を内蔵する 
PCI 力ードを多く搭載している場合、オプション ROM の展開領域が不足し、 
POST でエラーが発生する場合があります。そのような場合、 0 S をインストー 
ル している ハー ドディスクドライブを接続しているコントローラ必外の力一 
ドの オプション ROM 展開を無効に設をしてください。 

無効に設をすることにより POST の所要時間の短縮になります。オプション 
ROM 展開を無効にするには、283ぺージを参照して設をしてください。 


8. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
P 日 ST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒ム(上時間をあけ 
て ON にして起動し直してください。 


wO OS をインス I ルするまではパスワードを設定しないでくださし、。 


9. P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運 
用-保守編」を参照してください。 


wO 保守ヴービス会社に連絡ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となりまず。 









ハードウエア編 179 


電源の OFF 


次の順唐で電源を OFR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
がの説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 日 S のシャットダウンをする。 

2. 使用されている日 S によっては本体前面にある P 日 WER スイッチを押す。 

POWER / SLEEP ランプが消なします。 

3. 周辺機器の電源を日 FF にする。 




Windows Server のスタンバイ機能は使用できません。 

Windows のシャットダウンにてスタンバイを設定しないでください。 


光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。本装置に1台装備されている光ディスクドライブ 
にはじ(下のタイプがあります。 

モデルや購入時のオーダによって W 下のドライブが搭載されます。 

• DVD - ROM ドライブ（標準） 

多様な光ディスクの読み取りを行うための装置です。 

• DVD Super MULTI ドライブ（オプション） 

多様な光ディスクの読み取り、書き a みを行うための装置です。 

DVD Super MULTI ドライブのソフトウェア上の操作（例えば CD - R への書き込みなど）につ 
いては、添付されているライティングソフトウエア CD - ROM 内の説明書を参照してください。 


A ミ主意 

AG 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上のミち意 

本装置を使用するときにを意していただきたいことを次に示します。これらのを意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守つてください。 
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ディスクのセツト/取り出し 


1. 本体の電源が日 N ( P 日 WER / SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレー 
イジェクトボタンを押す。 

トレーが化てきます。 


3. ディスクの文字が印刷されている 
面を上に向けてトレーの上に静か 
に確実に置<。 

4. トレーイジェクトボタンを押す 
か、トレーの前面を軽く押す。 

トレーは自動的にドライブ内に 
セツトされます。 



wO ディスクのセツト後、光ディスクドライブの駆動音び大きく聞こえるときは、 
再度ディスクをセツトし直してください。 


ディスクの取り化しは、ディスクをセットす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーをイジェクトし、トレーか 
ら取り化します（アクセスランプが点なして 
いるときは、ディスクにアクセスしているこ 
とを示します。この闇、トレーイジェクトボ 
タンは機能しません)。 

0 S によっては 0 S からトレーをイジェクト 
することちできます。 

ディスクを取り化したらトレーを元に戻し 
てください。 
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ディスクび取り出せない場合の手順 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクを取り化せない場合は、次の手順に従って取り化 
します。 


1. P 日 WER スイッチを押して本体の電源を日 FF ( P 日 WER ランプ消'打）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約1日日 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
U ップを引き伸ばして代用でき 
る）を光ディスクドライブのフロ 
ントパネルにある強制イジェクト 
ホールに差し込んで、トレーが出 
てくるまでゆっくりと押す。 

強制イジ ェク ト ホールの 位置は、 

ドライブのタイプによって異なる 
場合があります。 




3. トレーを持って引さ出す。 

4. ディスクを取り出す。 

己.トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 
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ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない「コピーガードがき CD」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• 羊ズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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Flash FDD 


円 ash FDD はフ□、ソピーディスクドライブと容量互換の装置です。 

Flash FDD は、本装置の US 目コネクタへ1台のみ接続巧能です。本装置にフ□、ソピーディス 
クドライブが接続されている場合は、必ず取り外してください。 


A ミ主意 

A 

Flash FDD の紛失-盗難等には十分ごま意ください 

Flash FDD の紛失-盗難-横領-詐取等(こより、第兰者(こ個人情報が漏ミ曳するおそ 
れがあります。個人情報が第兰者(こ漏巧したためじ損害が生じた場合、弊社はその責 
任を負いかねますのでそめご了承ください。 



• 円 ash FDD のライトプ□テクトスイッチは、本装置へ接続する前の状態 

ito び反映されます。そのため、本装置接続後にライトプ□テクトスイッチ 

を操作しても無効です。使用中にライトプ□テクトスイッチの状態を変 
更する(2、要がある場台は、円 ash FDD を一旦、本装置か5取りがし、ラ 
イトプ□テクトスイッチが態を変更してください。 

• 本装置への取り付け、取りがしの際に円 ash FDD のライトプ□テクトス 
イッチを誤ってスライドさせない様にミち意してください。 


ミち意事項 

円 ash FDD は OS インストール時のデバイスドライバの読み込み用等の一時的な使用にとど 
め、データのバックアップ用として使用しないでください。 


記録データの補償について 

円 ash FDD に記録されたデータの補償につきましては、弊社はいかなる責任も負いかねます 
ので、ご了承ください。 
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Flash FDD の取り扱いについて 

• 円 ash FDD のアクセス LED が点滅しているときに本装置の電源を OFR こしないでくださ 
い。 

一故障、およびデータの破損の原因となります。 

• 円 ash FDD は消耗品です。 

エラーが発生した Flash FDD は使い続けず、新しい円 ash FDD を使用してください。 

• 円 ash FDD は US 目八ブを経由しての接続は不可となります。 

本装置の USB コネクタへ直接接続してください。 

• 円 ash FDD に触れる前に、身おな金属（ドアノブやアルミサッシなど）じ手を触れて、 
身体の静電気を取り除くようにしてください。 

• 分解しないでください。 

• 強い衝撃を与えないでください。 

• 直射日光や暖房器具のおくには置かないでください。 

• 飲食や喫煙をしながらの取り扱いは避けてください。また、シンナーやアルコールなど 
をが着させないようにを意してください。 

• 本装置への取り付けは、ていねいに行ってください。 

• 円 ash FDD を本装置の US 巨コネクタに挿入したまま移動しないでください。 

Flash FDD の故障の原因となります。 

• Flash FDD の使用後は、本装置から取り外してください。 
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オプションの取り付け 

オプションデバイスの取りがけ方法および注意事項について記載しています。 



• オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついては その 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守ヴービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは薛社び指定する部品を使用してください。 
指定 m がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となりまず 

• ハードウエア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使用 
してシステムをアップデートしてください （1 10ページを参照)。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするためじ次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 


警告 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくださし、人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリやニッケル水素バッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



AA 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 高温ま意 

• 中途半端に取り付けない 

• コネクタカバーを取り付けずに使用しない 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取 D 付け/取 D かし後の ffi 認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について磕認してください。 

• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
りがけを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因とな LJ ます。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルがぶ却用の穴をふさいでいないことを確認して<ださい。ぶ却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇じより誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや目 IOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取りがけられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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取り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1. 日 S のシャツトダウン処理を行う。 

2. P 日 WER スイッチを押して本体の電源を日 FF ( P 日 WER / SLEEP ランプ消'打）にす 
る。 


3. 電源コードをコンセントと本体の 
電源コネクタから抜く。 

増設電源ユニットを搭載している 
場合は、増設電源ユニットに接続 
している電源コードも取り外して 
ください。 


4. 本体背面に接続しているケーブル 
をすベて取り外す。 

日.本体の前後左ちおよび上部に1〜 
2 m のスぺースを確保する。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

サイ ドカバー 

サイドカバーは本体内蔵デバイスやマザーボードにアクセスするときに取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってサイドカバーを取り外します。 



警告 


瓜爪 

處 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


1. 前ページを参照して準備をする。 

2. ネジ2本をゆるめる。 

3. 取っ手を持ち、サイドカバーを装 
置後方にずらす。 

4. サイドカバーをしっかり持って取 
り外す。 
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取り付け 


サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

サイドカバーにあるフックが本体のフレームや穴に確実に差し込まれていることを磕認して 
ください。 



m 


• オプションの取り付け/取りがしび終った!5、取りがしたサイドカバー 
を確実に取り付けてください。左側のサイドカバーの取り付け状態は力 
バーセンサで監視されています。 

• サイドカバーを取り付ける際は内部のケーブルを挟み込まないようにを 
意してください。 
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CPU ダク トカバー 

CPU ダクトカバーは DIMM やプ □セ、ソサーの 取りがけ/取り外しをするときに取り外します。 


W -0 CPU ダクトカバーは^;、ず取り付けてください。カバーをがした状態で運用す 
■to ると、装置内部のを却効果び低下し、システム全体のパフォーマンスに影響す 
るばかりでなく、高温による本体および搭載デバイスの故障の原因となりま 
ず。 


取り外し 

次の手順に従って CPU ダクトカバーを取り外します。 


1 . 188ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （1 89ページ参照)。 

3. 本体のち側面が下になるようにしてゆっくりとていねいに倒す。 

4. CPU ダクトカノ く一の左側を持ち、 

ち端のタブを解除して手前に引 

く。 

日. CPU ダクトカバーを本体から取 
り外す。 
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取り付け 

CPU ダクトカバーをまっすぐ装置内部へ差し込んでください。ケーブルやマザーボード上の 
部品に当たっていないことを磕認しながら差し込み、ち側のタブを本体のフレームにある穴に 
引っかけて固をしてください。 



CPU ダクトカバーち側のタブがきちんと□ツクされていることを確認してく 
II エック] ださい。 
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3.5 型ディスクケージ 
増設巧ス□ット 


3-5 型八ードディスクドライブ 


N 8 154-25 3.5 型ディスクケージ搭載の場合、本体の前面にある 3.5 型八ードディスクドライ 
ブベイには、八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを4つ用意しています。八ード 
ディスクドライブは取り付けられていません旧 TO (工場組み込み化荷)を除く）。別途購入し 
てください。 


摩社で指定していないノ V — ドディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 
J \- ドディスクドライブだけでなく本体び故障ずるおそれびあります。 
次に示すモデルをお買い求めくださいに010年目月現在）。 

- N 8150-208 A (160 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81已 0-209 A (2 己 0 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81己 0-274( 己00 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81已 0-2 巨 3(1 TB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81已 0-278(2 TB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 


4つのス□、ソトには約 25.4 mm (1 インチ）厚の八ードディスクドライブを取り付けることがで 
きます。 PORT は下から PORTO 〜 P 0 RT 3 の固定:で設定:されています。 


また、オプションの 3.5 型ディスクケージを2台搭載することにより、最大8台の八ードディス 
クドライブを取り付けることができます。 



P0RT1 

PORTO 





〇 


商黨發—窝襄聲 


これらの八ードディスクドライブを RAID システムで使用する場合は、「3.5型ディスクケージ」 
(217 ページ）を参照してください。 






























194 オプションの取り付け 


PORT は下から PORTO 〜 P 0 RT 3 の固定で設をされています。 

八ードディスクドライブベイにはダミートレー（プラスチック製）が入っています。 


• ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものでず。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミートレーを取り付けてくだ 
さい。 


RAID システムの構築、設を、管理には、 「 Web 目 IOS 」 や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用し 
ます。詳細は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （309 ページ ）、 「Universal RAID 
Utility 」（346 ページ）を参照してください。 

EXPRESS 目 ULDER を使用したシームレスインス I -- ルでは手順の中で RAID の構築を行うこ 
とが巧能です。シームレスセツトアップ (85 ページ)を参照してください。 


取り付け 


次に示す手順で八ードディスクドライブを取りがけます。その他のス□、ソトへの取り付けも同 
様の手順で行います。 


• J \- ドディスクドライブは下のベイか5取り付けてください。 

• RAID システム構成する場台、容量などの仕様び同じ八ードディスクド 
ライブ重要を使用して、ディスクアレイを作成してください。 


CaI ハードディスクドライブは、フ□ントドアを開けるだけで取り付け/取り外しを 

だに巧 行うことができます。また RAID システム構成では本体の電源が ON のままでも 
行えます。 


1. セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□、ソトは4つあります。また、 PORT はス□、ソトの位置で巧まっています（下から 
順に PORTO 〜 PORT 3)。 
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• ダミートレーは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場台には、ダミートレーを取り付けてく 
ださい。 



己.増設する八ードディスクドライブ 
(トレー付き）と八ンドルをしっ 
かりと持ってス□ットへ挿入す 
る。 



































196 オプションの取り付け 



• ハンドルのフックびフレームに当たるまで}甲し込んでください。 

• 八ードディスクドライブは両手でしっかりとていねいに持ってくださ 
し、。 


6. 八ンドルをゆっくりと押す。 


r カチ、ソ」と音がして□ックされま 
す。 



八ンドルとトレーに指を挟まないようにま意してくださし、。 


^ 八ンドルのフックがフレーム(こ引っ掛かっていることを確認してくださし、 

区エック I 


7. 手順2で開いたドアを確実に閉じる。 



取り付けたハードディスクドライブを使用するためには 、 「Web BIOS 」 や 
「Universal RAID Utility ] で RAID の設定:を行う必要があります。詳細は 
r Universal RAID Utility J (346 ぺージ）を参照してください。 
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取り外し 

A - ドディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


J \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第 E ちへ漏强することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えまずび、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウエアにより復 
元され、予期せめ用途に乾用されるおそれびありまず。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウエア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 





八ードディスクドライブが故障したためにディスクを取り外す場合は、八ード 
ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点灯しているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 



1. セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 





















198 オプションの取り付け 


3. 八ンドルを引く。 


4. 八ンドルと八ードディスクドライ 
ブをしっかりと持って手前に引き 
出す。 

日. A- ドディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているス□ットにダミー 
トレーを取り付ける。 




• ダミートレーは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものでず。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場台には、夕’ミートレーを取り付けてく 
ださい。 

• 取りがした八ードディスクドライブが RAID を構築している内の1台で 
ある場合、 RAID システムによる冗長性びない状態となりまず （ RAID 1 
や RAID 己などの場合)。早急に八ードディスクドライブを取り付けてく 
ださい。 


6. 手順1で開いたドアを確実に閉じる。 
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2-5 型八ードディスクドライブ 

N 8 154-24 2.5 型ディスクケージ搭載の場合、本体の前面にある 2.5 型八ードディスクドライ 
ブベイには、八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを8つ用意しています。八ード 
ディスクドライブは取り付けられていません旧 TO (工場組み込み化荷)を除く）。別途購入し 
てください。 



• 摩社で指定していないノ V — ドディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 
J \- ドディスクドライブだけでなく本体び故障ずるおそれびあります。 
次に示すモデルをお買い求めくださいに010年目月現在）。 


N 81已 0-300 
N 81已 0-301 
N 8 150-322 
N 81已 0-304 
N 81已 0-302 
N 8 150-303 
N 81已 0-276 
N 81已 0-277 
N 8 150-702 


(146.5 GB 、 10,000 rpm 、 SAS ) 
(300 GB 、 10,000 rpm 、 SAS ) 

(4 曰 0 GB 、 10,000 rpm 、 SAS ) 
(600 GB . 10,000 rpm 、 SAS ) 
(73.2 GB 、1 已，000 rpm 、 SAS ) 
(146.5 GB .1 己，000 rpm 、 SAS ) 
(160 GB 、 7,200 rpm 、 SATA 2/300) 
(500 GB . 7,200 rpm 、 SATA 2/300) 
(己 0 GB、SATA SSD ) 


• RAID システムの構築については 、 「Web BIOS 」 や 「Universal RAID 
Utility 」 に添付の説明書を参照してください。 

• 同ーケージ内に異なる規格の八ードディスクドライブを搭載ずることは 
でをません。 


8つのス□、ソトには約 15 nnm (0.6 インチ）厚の八ードディスクドライブを取り付けることがで 
きます。 PORT はちから PORTO 〜 PORT ? の固定:で設定:されています。 

さらに N 8154-24 2.5 型ディスクケージをもう1台増設することにより、最大16台の八ード 
ディスクドライブを取り付けることができます。 2.5 型ディスクケージについては、「2.5型ディ 
スクケージ」 （221 ページ）を参照してください。 

2台目の 2.5 型ディスクケージの PORT はちから PORTS 〜 P 0 RT 15 となります。 N 8 154-24 
2.5 型ディスクケージ2台構成とする場合、2台目のケージを接続するためには、別途 RAID コ 
ント□ーラが必要となります。別途購入してください。 

































































200 オプションの取り付け 


2.5 型八ードディスクドライブベイの空きス□、ソトにはダミートレーが取りがけられていま 


す。 


• ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものでず。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミートレーを取り付けてくだ 
さい。 


取り付け 


次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。その他のス□、ソトへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 


• J \- ドディスクドライブはちのベイか5取り付けてください。 

• RAID システムを構成している場合は、同じパックを構成する八ード 
ディスクドライブの容量などの仕様び同じものを使用してくださし、。 


ハードディスクドライブは、フ□ントドアを開けるだけで取り付け/取り外しを 
行うことができます。また RAID システム構成では本体の電源が ON のままでも 
行えます。 


1. セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□、ソトは8つあります。また 、 SAS PORT はス□、ソトの位置でみまっています（ち 
から順に SAS PORTO 〜 P 0 RT 7) 。 




• ダミートレーは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものでず。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、夕’ミートレーを取り付けてく 
ださい。 
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4. A- ドディスクドライブの□ック 
を解除する。 


日.増設する八ードディスクドライブ 
(トレー付き）と八ンドルをしつ 
かりと持ってス□ットへ挿入す 
る。 



〇1 


• ハンドルのフックびフレームに当たるまで}甲し込んでください。 

• J \- ドディスクドライブは両手でしっかりとていねいに持ってくださ 
い。 

• 八ードディスクドライブには、静電気やノイズによる誤動作を防止ずる 
ためのパネ （ EMI シールド）びついていまず。八ードディスクドライブ 
をス□ットへ取り付ける時にパネび引つかか5ないように手でおさえて 
巧し込んでください。 


目.八ンドルをゆっくりと押す。 


r カチ、ソ」と音がして□ックされま 
す。 






























































202 オプションの取リ佩寸 



八ンドルとトレーに指を挟まないようにま意してくださし、。 


^ 八ンドルのフックがフレーム(こ引っ掛かっていることを確認してください。 


7. 手順1で開いたドアを確実に閉じる。 


取り外し 

八ードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


J \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第兰者へ漏读ずることのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えますび、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 



If エック I 


八ードディスクドライブが故障したためにディスクを取り外す場合は、八ード 
ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点のしているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 


D に K ランプ 



1. セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 















































ハードウエア編 203 


2. A- ドディスクドライブのレバー 
を押して□ックを解除する。 


3. 八ンドルを引く。 




4. 八ンドルと八ードディスクドライ 
ブをしっかりと持って手前に引を 
出す。 

己. A- ドディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているス□ットにダミー 
トレーを取り付ける。 

6. 手順1で開いたドアを確実に閉じ 
る。 




















































































204 オプションの取り付け 


RAID システムの設定方法 


本体前面にある八ードディスクドライブベイに搭載した八ードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法について説明します。 


• RAID システム構成に変更ずる場合や、 RAID レベルを変更ずる場合は、 
八ードディスクドライブを初期化します。 RAID システムとして使用す 
る八ードディスクドライブに大切なデータびある場合は、バックアップ 
を別の八ードディスクドライブにとってか5ポードの取り付けや RAID 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ容量、性能(ディスク回 
転数など)のハードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コントローラの特徴を埋解し、目的にあった RAID コントローラを 
使用してください。 

• RAID 0 必外の論埋ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


RAID システムの構築には、オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™) 
の機能を利用する方法の他にオプションの RAID コント□-ラ（ N 8103-に9/ 130) を利用ずる 
方まがあります。 
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オンボードの RAID コント□-ラ （LSI Embedded MegaRAIDTM ) を利用する 

+ 曰 A 


マザーボード上にある RAID コンフィグレーシヨンジャンパの設をを変更すると、内蔵八ード 
ディスクドライブを RAID システムの八ードディスクドライブとして認識させることができま 
す。ジャンパの位置と設定は下図のとおりです。 



設定:を変更したら、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAID システムを構築します。 
詳しくは、 「RAID システムのコンフィグレーション」 （309 ページ）を参照してください。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティ ングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレー 
ティ ングシステムのインス 卜ールまで切れ目なく自動で行うことができます。 


オンボードの RAID コント□—ラ使用時には、休止状態、スタンバイへの移行 
は行わないでください。 












































































206 オプションの取り付け 


ディスクケージの設定 

ディスクコント□ーラが Onboard SATA コント□ーラの場合は、」5の設をを変更してくださ 
い。 




2.5 型ディスクケージ 
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オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -129/130) を利用ずる場台 

オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -129/130) を取り付けた本装置で、内蔵の八ード 
ディスクドライブを RAID システム構成にする場合は、マザーボード上の八ードディスクドラ 
イブインタフェースケーブルの接続先を変更します。 

化荷時の内蔵八ードディスクドライブのインタフェースは、マザーボード上の SATA コネクタ 
に接続されています。 

詳細な説明は、オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -129/130) に添付の説明書を参照 
してください。 


W-0 オプションの RAID コント□—ラは大変静電気に弱い電子部品でず。ヴーバの 
金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃びしてか 5RAID コント □— 
ラボードを取り扱ってください。また、 RAID コント□—ラボードの端子部分 
や部品を素手で触ったり、 RAID コント□—ラボードを直接机の上に置いたり 
しないでください。静電気に関する説明は186ページで詳しく説明していま 
ず。 


^ オプションの RAID コント□-ラを取り付ける場合は 、 BIOS SETUP ユーティ 
区エックI リティの 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configuration 」一「 PCISI 饥 xxR 0 M(xx 
は PCI ス □、ソ ト番号)」のパラメータが 「 Enabled 」 になっていることを確認し 
てください。 








208 オプションの取り付け 


RAID システム構築時の注意事項 

RAID システムを構築するときは、次の点についてを意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SAS / SATA 八ードディスクドライブどちらかを、構築した 
し WAID レベルの最小必要台数 U 上を搭載していること （ RAID の構成によってディスク 
の最ノ」 V 必要台数は異なります)。 

• 論理ドライブは、 RAID 0 、RAID 1 、 RAID 10、 RAIDS、RAID 50 、 RAID 6 のいずれか 
の RAID レベルを選択、設ちします。 

• オンボードの RAID コント□ーラでの RADIO では、論理ドライブのサイズを指をするこ 
とができないため、 2 TBW 上の八ードディスクドライブを使用する場合、論理ドライブ 
のサイズが約 4 TB じ(上となります。しかし、 0 S をインストールする論理ドライブは、 

0 S の制限じより 2 T 目までしか使用できないため、オンボードの RAID コント□ーラを使 
用する場合、 2 TB じ(上の八ードディスクドライブでの RADIO はサポートしていません。 

内蔵の八ードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレスセット 
アップ」を使用して、 RAID の構成から 0 S のインストール、セットアップまでをすることをお 
勤めします。 

システムをインス I -ールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの選択」で[その他]を選択すると、 RAID システムの構成から保守ユーティリティのイン 
ストールまでを自動でインストーラがセットアップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーシヨンユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON にした直後に 
起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 論理ドライブの 
構成じついての詳細な説明は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （309 ページ）や、才 
プシヨンの RAID コント日ーラ ( N 8103 -129/130) に添付の説明書を参照してください。 


N 8103 -129/1 30実装時には、休止が態、スタンバイへの移行は行わないで 
<ださい。 
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RAID システム構成での八ードディスクドライブの交換について 

RAID システム構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、交換した新しい八一 
ドディスクドライブに巧換前までの情報を記録することにより、故障を起こす t (前の状態に戻 
すことのできるリビルド機能を使用することができます。 

リビルド機能は RAID 1、 RAID 10、 RAIDS、RAID 50 、 RAID 6 に設定:されている論理ドラ 
イブで有効です。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクドライブをホットスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、八ード 
ディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯してオートリビルドを 
行っていることを示します。 

オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFF にしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒じ(上の闇隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合は、八ードディスクドライブの巧 
換を行わないでください（リビルド中は八 ー ドディスクドライブにある D に K ランプが緑 
色とアンバー色に交互に点なしています）。 




210 オプシヨンの取リ佩寸 


電源 ユニット 

N 8181-72 冗長電源ユニットを増設して、2台の電源ユニットで本装置を動作させていると、 
万一、電源ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す（冗長機能)。 


取り付け 


次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 


1. 188ページを参照して準備をする。 




取りがしたカバーとネジは大切に保管しておいてください。 


3. 


電源ユニットを差し込み、「力 
チッ」と音がするまで押し込む。 



W"0 電源ユニットはまっすぐに差し込んでください。差し込んでいる途中でななめ 
にしたり、上下ちちに力を加えたりすると、電源ユニットと内部の接続コネク 
夕を破損するおそれびあります。 
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4. 


電源コード （2 本）を接続する。 

標準で添付されていたものと増設 
した電源ユニットじ添付されてい 
たコードを使います。コードを接 
続すると2つの電源ユニットの 
POWER / STATUS ランプが緑色 
に点滅します。 POWER/STATUS 
ランプが緑色に点滅しない場合 
は、電源が正し<装置へ供給され 
ていることを確認してください。 
それでも緑色に点滅しない場合ま 
たは POWER / STATUS ランプが 
アンバー色に点なしている場合 
は、電源コードや電源ユニットの 
破損、または電源ユニットを搭載 
しているパワーサプライベイの故 
障が考えられます。保守サービス 
会社に連絡して保守を依頼してください。 


POWER/FAIL ランプ 



己.本装置の電源を日 N にする。 

を電源ユニットの POWER / STATUS ランプが緑色に点なします。 

6. 前面にある STATUS ランプや POST で電源 ユニッ トに関するエラー表示がないこ 
とを確認する。 

エラー表示の詳細については「電源ユニットのランプ」 （167 ページ）を参照してく 
ださい。 


また、 POWER / STATUS ランプがアンパー色に点なしている場合は、もう一度電源 
ユニットを取り付け直してください。それでも同じ表示が化たときは保守サービス 
会社に連絡して<ださい。 


オプションの電源ユニットを増設した状態で、電源コードを片方の電源ユニッ 
民ェック I 卜(こしか接続していないと、電源コードを接続していない方の電源ユニット(こ 
ある POWER / STATUS ランプがアンバー色に点灯します。 
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故障した電源ユニットの交換 

巧換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


正常に動作している 電源 ユニットを取りがさないでください。 


本装置に2台の電源ユニットが取り付けられていて、その内の1台が正常に動作 
ム^ している場合は、システム稼働中（電源 ON の状態）でも故障した電源ユニッ 
卜を交換できます（次の手順2をとばしてくださし、）。 


1 . 背面にある電源ユニットのランプの表示 （POWER/STATUS ランプがアンバー色 
に点な）で故障している電源ユニットを確認する。 

2. システムを終了し、本装置の電源を日 FF にする。 

3. 故障した電源ユニットから電源コードをおく。 


4. 電源ユニットのち上にあるレバー 
を押しながら八ンドルを持って手 
前に引き、電源ユニットを本体か 
ら取り出す。 

日.電源ユニットを交換せず1台の電 
源ユニットで運用する場合は、 
「取り付け」の手順2で取り外し 
たブランクカバーを取り付ける。 



wO 装置 内部のを却効果を保持ずるためにも 電源 ユニットを取り付けていない 
ス□ットにはブランクカバーを取り付けてください。 


6. 「取り付け」の手順4〜目の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の 
確認をする。 
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リアフアン 

(標準装備） 


リアフアン 
(オプション） 


FAN BOX 


PCI / HDD ケージ用ファン 
(標準装備） 


ファンユニット 

CPU やメモリ、 PCI デバイスをぶ却するためのファンです。本装置内部に標準で3台のファン 
ユニット（フ□ントファン、リアファン、 PCI ファンを1台）を搭載しています。オプション 
の冗長ファン （2 台1セット）を取り付けることじより、最大で5台のファンユニットを搭載す 
ることができます。オプションの冗長ファンを搭載することじより、万一、ファンユニットが 
1台故障してちそのまま運用することができます。 


オプションのファンユニットを搭載している場合、ファンユニットび1 
台故障してもそのまま運用ずることはできまずび、お早めに保守ヴービ 
ス会社に連絡し、ファンユニットの交換を依頼してください。 

電源投入中のファンユニットの交換は自分では行わないでください。 
必ず保守ヴービス会社にファンユニットの交換を依頼してください。 


フ□ントフ アン フ□ントフ アン 

(標準装備） （オプション） 
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取り付け 


1 . 188ページを参照して準備をする。 


2. サイドカバーを取り外す （189 ページ参照)。 

3. CPU ダクトカバーを取り外す （191 ページ参照) 


4. オプションのフアン ユニッ トをフ 
□ントフアンの増設場所に差し込 
む。 

オプションのフアンユニットの溝 
を標準装備のフ□ントフアンのガ 
イドに沿って挿入し、最後まで 
しっかりと押し a んでください。 


オプションの 

フアンユニット 


日.箇体からリアファンの増設場所に 
ある FAN 巨日Xを取り外す。 

FAN 巨 OX はツメを外してから、 
ゆっくりと上に持ち上げて外して 
ください。 


フ□ントファン（標準装備) 




6. FAN 巨日Xに装着されている夕' 
ミーフアンカバーを外す。 

ダミーファンカバーは 裏側に □、ソ 


クがついています。□ックを押さ 


えながら、 ダミーファンカバーを 


ゆっくりと上に持ち上げて外して 
ください。 
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7. オプションのフアンユニットを 
FAN 巨日Xのリアフアンの増設場 
所に差し込む。 

オプションのファンユニットの溝 
を標準装備のリアファンのガイド 
におって挿入し、最後までしっか 
りと押し込んでください。 



オプションの 

フアンユニツ 


リアファン 

(標準装備） 

















216 オプシヨンの取りがけ 


9. マヴーボード上のジャンパーピンを上側にずらし、オプションのフアンユニットの 
ケーブル （2 本）をマヴーボード上のコネクタに接続する。 

ESMPRO で正磕な管理をするため、接続を間違えないでください。 



10. 取り外した部品を取り付ける。 


ジャンパーピンを上にずらす 
冗長ファン：有効 
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3.5 型ディスクケージ 

オプションの N 8 154-25 3.5 型ディスクケージを取り付けることじよって、最大8台の八ード 
ディスクドライブを実装することができます。八ードディスクドライブは取り付けられていま 
せん旧 TO (工場組み込み化荷)を除く）。別途購入してください。 


• 辭社で指定していないノ V — ドディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 
J \- ドディスクドライブだけでなく本体び故障するおそれびありまず。 
次に示ずモデルをお買いホめくださいに010年目月現在）。 

- N 8150-208 A (160 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81已 0-209 A (2 日 0 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81已 0-274( 己00 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81已 0-2 巨 3(1 TB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81已 0-278(2 TB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

• 3.已型ディスクケージを2台搭載する場合、オプシヨンの RAID コント 
□—ラ （ N 8103 -129/130) び必要でず。別途購入してください。 


オプションの 3.5 型ディスクケージを2台搭載することにより、最大8台の八ードディスクドラ 
イブを取り付けることができます。それぞれのス□、ソトには約 25.4 mm (1 インチ ）厚のへ一 
ドディスクドライブを取り付けることができます。 


増設巧 3.5 型 
X イスクケージ 



P 0 RT 7 

P 0 RT 6 

PORTS 

P 0 RT 4 

PORTS 

P 0 RT 2 

P 0 RT 1 

PORTO 


3.5 型ディスクケージの PORT は下から PORTO 〜 P 0 RT 3、 P 0 RT 4 〜 P 0 RT 7 の固定:で設定:さ 
れます。図は、 3.5 型ディスクケージを2台取りがけた状態を示しています。 


W "0 A - ドディスクドライブは PORTO および P 0 RT 4 か5つめて搭載してくださ 
し、間をあけて搭載すると八ードディスクドライブのアクセスランプび正しく 
点阿しません。 
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P 0 RT 4 のベイを除く八ードディスクドライブベイにはダミートレー（プラスチック製）が入つ 
ています。 


• ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものでず。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミートレーを取り付けてくだ 
さい。 


取り付け 

2台目の N 8154-25 3.5 型ディスクケージを取りがける場合、次に示す手順で 3.5 型ディスク 
ケージを取りがけます。 


wO N 81已 4-2 己3.已型ディスクケージを2台搭載する場台、オプションの RAID コ 
ント□-ラ( N 81 03-1 29/1 30) び必要となります。別途購入してください。 


1 . 188ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

3. サイドカバーを取り外す。 


4. 


3.己型ディスクケージを装着するス□ットのダミーカバーを外す。 

ダミーカバーの固定ネジ4本を外 
し、ダミーカバーを取り外します。 



wO ダミーカバーは大切に保管しておいてください。 
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日. 3.日型ディスクケージをス□ット 
に挿入する。 


6. 3. 日型ディスクケージ背面のコネ 

クタに各種ケーブルを接続する。 

3.5 型ディスクケージの背面にあ 
る電源コネクタじ本体の電源ケー 
ブル ( P ス P 8) を接続します。 

また、 3.5 型ディスクケージの 
背面にある SAS / SATA コネクタ 
および SGPIO コネクタとマザー 
ボードの PCI ス□、ソトに実装され 
ている RAID コント□ーラの SAS / 
SATA 2 コネクタおよびマザー 
ボード上の SGPIOB コネクタをそ 
れぞれ、 SAS / SATA ケーブルおよ 
び SGPIO ケーブルで接続します。 


SAS/SATA 1コネクタ 


1台目（下段）の 3.5 型ディスクケー 
ジ （ PORTO 〜 P 0 RT 3) に接続さ 
れています。 


SAS/SATA2 コネクタ 


2台目（上段）の 3.5 型ディスクケー 
ジ接続用コネクタです。 




RAID コント□ーラ 
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SGPI0A コネクタ 

1台目の 3.5 型ディスクケージ 
( PORTO 〜 P 0 RT 3) に接続されて 
います。 

SGPI0B コネクタ 

2台目の 3.5 型ディスクケージ接続 
用コネクタです。 


7. 3.己型ディスクケージを本体に固 

疋する。 

固をネジ4本で 3.5 型ディスクケー 
ジを本体に固をします。 


8. 取り外した部品を取り付ける。 


取り外し 




取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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2-5 型ディスクケージ 

3.5 型ディスクケージを 2.5 型ディスクケージに載せ換えることにより、 2.5 型ディスクを8台 
搭載することができます。さらに 2.5 型ディスクケージをもう1台追力□することで最大16台の 
八ードディスクドライブを実装することができます。八ードディスクドライブは取りがけられ 
ていません旧 TO (工場組み込み化荷)を除く）。別途購入してください。 



• 摩社で指定していないノ V — ドディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 
J \- ドディスクドライブだけでなく本体び故障ずるおそれびあります。 
次に示すモデルをお買い求めくださいに010年目月現在）。 


N 81已 0-300 
N 81已 0-301 
N 8 150-322 
N 81已 0-304 
N 81已 0-302 
N 8 150-303 
N 81已 0-276 
N 81已 0-277 
N 8 150-702 


(146.5 GB 、 10,000 rpm 、 SAS ) 
(300 GB 、 10,000 rpm 、 SAS ) 

(4 曰 0 GB 、 10,000 rpm 、 SAS ) 
(600 GB . 10,000 rpm 、 SAS ) 
(73.2 GB 、1 已，000 rpm 、 SAS ) 
(146.5 GB .1 己，000 rpm 、 SAS ) 
(160 GB 、 7,200 rpm 、 SATA 2/300) 
(500 GB . 7,200 rpm 、 SATA 2/300) 
(己 0 GB、SATA SSD ) 


• RAID システムの構築については、 RAID コント□—ラに添付の説明書 
を参照してください。 

• 2台目の2.日型ディスクケージを取り付ける場合は、本装置の PCI ス 
□ットに2枚目の RAID コント□—ラ( N 81 03-1 29/1 30) を装着する 
必要びあります。あ5かじめご購入いただき、本装置に実装してくださ 
い。 

• 同ーケージ内に異なる規格の八ードディスクドライブを搭載することは 
でさません。 


2.5 型ディスクケージを装着することにより、最大16台の八ードディスクドライブを取り付け 
ることができます。それぞれのス□ットには約 15 mm (0.6 インチ）厚の八ードディスクドラ 
イブを取り付けることができます。 
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下段に搭載した 2.5 型ディスクケージの PORT はちから PORTO 〜 P 0 RT 7、 上段に搭載した 2.5 
型ディスクケージの PORT はちから PORTS 〜 P 0 RT 15 の固定で設をされています。 


wO j \- ドディスクドライブは PORTO および P 0 RT 8 か5つめて搭載してくださ 
置3 し間をあけて搭載すると八ードディスクドライブのアクセスランプび正しく 
点!なしません。 


八ードディスクドライブベイにはダミートレー（プラスチック製）が入っています。 



• ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 

• ダミートレーは装置内部の冷却効果を高めるためのものでず。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場台にはダミートレーを取り付けてくだ 
さい。 
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取り付け （1 台目の2•日型ディスクケージ） 

次に示す手順で、 2.5 型ディスクケージを取り付けます。 

なお 3.5 型ディスクケージを搭載している場合、取り外す必要があります。 

1 . 188ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

3. サイドカバーを取り外す。 

4. 本装置に実装されている3.日型ディスクケージの背面のコネクタに接続されている 
ケーブルをすべて外す。 


Ifi ック I 


日. 3.日型ディスクケージの固定ネジ4本および2枚の夕—カノ く一の固定ネジ4本を外 
し、 3. 日型ディスクケージおよびダミーカバーを取り外す。 



SG 円0ケーブルおよび SAS / SATA ケーブルは、コネクタを持ち、□、ソクを外 
して、引き抜いてください。ケーブルを持って引き抜くとコネクタが破損する 
ことがあります。 


w "0 取りがした夕’ミーカバーは大切に保管しておいてください。また、取り外した 
ネジは手順1目で、2.已型ディスクケージを取り付ける際に使用しますので、な 
<さないよラにして < ださい。 





























224 オプシヨンの取リ佩寸 


6. ネジを2本外し、温度センサボー 
ドを取り外す。 

あらかじめ、温度センサボードに 
接続されているケーブルを外して 
ください。 


7. 本体シヤーシ前面から皿ネジ2本 
を外す。 




^ !> が 


8. 本装置のち側面が下になるよラに 
してゆっくりとていねいに倒す。 
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10. ディスクケージフレーム側面から 
ネジ2本を外す。 


11. ディスクケージフレームを L 字型 
の溝に沿って、持ち上げて移動さ 
せる。 
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12. ディスクケージフレームをネジ2 
本で固定する。 


13. 本装置の底面のスタビライザを回 
転させ、ディスクケージフレーム 
をネジ2本で固定する。 




14. 本装置をゆっくりとていねいに立 
てる。 


























































15. 手順 7 で外した皿ネジ 2 本で、本 
体シャーシ前面を固定する。 


16. 本装置の前面の下側ス□ットに 
2. 日型ディスクケージを取り付 
け、手順日で外した3.己型デイス 
クケージの固定ネジ4本で固定す 
る。 
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!> 解 
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17. 2.日型ディスクケージに添付さ 
れているダ S —カバーをネジ4 
本で固定する。 


18. 手順6で外した温度センサボー 
ドをブラケットに取り付ける。 


19. 手順6で外したネジ2本で固定 
する。 


2日.手順目で外したケーブルを引さ 
出す。 




21. ケーブルを温度センサボードに 
接続する。 
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22. ケーブルを傷つけないよラに注 
意しながら温度センヴを取り付 
けたブラケットを取り付ける。 


23. 添付のネジ3本で固定する。 



24. 2. 日型ディスクケージ背面に電源 
ケーブル、 SAS/SATA ケーブ 
ル、 SG 円日ケーブルを接続する。 

SAS/SATA ケーブルの接続 

2.5 型ディスクケージ背面奥側の 
SAS / SATA コネクタとマザー 
ボードに実装されている RAID コ 
ント□ーラのち側のコネクタと接 
続してください。 

2.5 型ディスクケージ背面手前側 
の SAS / SATA コネクタとマザー 
ボードに実装されている RAID コ 
ント□ーラの左側のコネクタと接 
続してください。 

SGPI 日ケーブルの接続 

SGPIO コネクタとマザーボード上 
側の SG 円 0 A コネクタと接続して 
ください。 


RAID コント□ーラ 



SAS/SATA 

ケーブル 


電源 

ケーブル 


SAS/SATA 

コネクタ 


電源コネクタ 
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取り付け （2 台目の2•日型ディスクケージ） 

次に示す手順で 2.5 型ディスクケージ （2 台目）の取り付け方法を説明します。 

1 . 188ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く C 

3. サイドカバーを取り外す。 

4. 2.日型ディスクケージを装着するス□ットのダミーカバーを外す。 

ダミーカバーの固をネジ4本を外 
し、ダミーカバーを取り外します。 



w "0 ダミーカバーは大切に保管しておいてください。 


2.己型ディスクケージをス□ット 
に挿入する。 




己. 
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6. 2.日型ディスクケージを本体に固 

定する。 

固をネジ4本で 2.5 型ディスクケー 
ジを本体に固をします。 


7. 2. 日型ディスクケージ背面に電源 
ケーブル、 SAS/SATA ケーブ 
ル、 SGPI 日ケーブルを接続する。 

SAS/SATA ケーブルの接続 

2.5 型ディスクケージ背面奥側の 
SAS / SATA コネクタとマザー 
ボードに実装されているオプシヨ 
ンの RAID コント□ーラのち側の 
コネクタと接続してください。 

2.5 型ディスクケージ背面手前側 
の SAS / SATA コネクタとマザー 
ボードに実装されているオプ シヨ 
ンの RAID コント□ーラの左側の 
コネクタと接続してください。 

SG 円日ケーブルの接続 

SGPIO コネクタとマザーボード下 
側の SG 円0巨コネクタと接続して 
ください。 

8. 取り外した部品を取り付ける。 



SGPIO コネクタ 



取り外し 


取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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5-25 型デバイス 


本装置には、光ディスクドライブや磁気テー 
プドライブなどのノ \、ソクアップデノ \イスを 
取り付けるス□、ソトを3つ用意しています 
(光ディスクドライブで1ス□ット使用）。 
バックアツプデバイスの種類により、別売の 
SCSI コント□ーラや SAS コント□ーラが必 
要です。 



• シングル八イトのデバイスは2台、ダブル八イトのデバイスは1台搭載 
でをます。 

• SCSI デバイスを取り付ける場合、終端抵抗の設定は rOFF」 に、 SCSI 
ID は他のデバイスと重複しないように設定してください。設定方法につ 
いては、それぞれの装置のマニュアルを参照してください。 

• シングル八イトのデバイスはス□ット番号順に取り付けてください。ダ 
ブル八イトのデバイスはス□ット2と3を使用しまず。 


取り付け 


1 . 188ページを参照して準備をする。 


2. サイドカバーを取り外す (189 
ページ参照)。 

3. ダミーカバーを固定しているネジ 
2本を外す。 

4. 夕'ミーカバーを手前に静かに引き 
出す。 


己.本装置に添付のレールをデバイス 
に添付のネジ （4 本）で日.2己型 
デバイスに固定する。 



000000000000 

0000000000000000000000 
0000000000000000000000 
0000000000000000000000 
0000000000000000000000 
00口〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇口〇〇 

0000000000000000000000 

0000000000000000000000 

0000000000000000000000 

0000000000000000000000 

OOnOOOOOOOOOOOOOOOOnOO 
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• 必ずデノレ r スに添付のネジを使用してください。添付のネジより長いネ 
ジや程の異なるネジを使用ずるとデノ（イスを破損ずるおそれびありま 
ず。 

• デバイスによっては前面にカバーびついています。本体装置のフ□ント 
ドアを閉めた時にカバーと接触ずるような場台、レールの取り付け位置 
を変更し、フ□ントドアび閉まるようにしてください。 

• ダブル八イトのデバイスを取り付けるときには本装置に添付されている 
DLT デバイスレール （L 字型の大きい方のレール）を使用してください。 


6. デバイスベイにデバイスを静かに押し込む。 

デバイスを押し込むときにケーブルをはさんでいないことを確認してくださ 

をエック] い。 


两"〇 ス□ットを2つ使う日.2己型デバイスび入りづ5い場台は、己.2日型デバイスを 
少し持ち上げるようにしてス□ットに入れてください。 


7. 手順 3 で外したネジでデバイスを固定する。 



8. 取り付けた日.2日型デバイスが、本体前面から飛び出しすざていないかどラか確認 
する。 

標準装備の光ディスクドライブを目安に確認してください。 
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9. 装置側面からデバイスにインタフ I ースケーブルと電源ケーブルを接続する。 

詳しくは「ケーブル接続」 （266 ページ）を参照してください。 

W-0 コネクタのピンび曲がったり、確実に接続していなかったりずると、誤動作の 
置3 原因となります。己.2曰型デバイスと各ケーブルコネクタを見なび5確実に接 
続してください。 


ケーブルをはさんでいないことを確認してください。 

区エックI 


10. 取り外した部品を取り付ける。 

11. SCSI 機器の場合は、 SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照して SCSI 目 I 0 S の 
セットアップをする。 

12. 取り付けた装置に添付の説明書を参照して必要であればデバイスドライバのインス 
I -ールをする。 


SAS デバイスの接続 

N 8151-77 内蔵 LT 0、 および N 8151-90 内蔵 LT 0 の接続には t (下の2通りの方まがあります。 

• N 81 03- 1 04 A SAS コント日ーラに接続する。 

• オプションの RAID コント□ーラに接続する。 

RAID コント□ーラへの接続は下の構成の場合となります。 

• 3.5 型ディスクケージを1台搭載している場合のみ。 

• ディスクケージを接続している RAID コント□ーラの SAS / SATA ポートにホ接続のポー 
卜がある。 

3.5 型ディスクケージを1台しか搭載していない場合、 RAID コント□ーラの空きポートと SAS 
デバイスを別売りの SAS ケーブル ( K 410-198(00)) で接続することが巧能です。 


取り外し 


取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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光ディスクドライブ 

標準の光ディスクドライブをオプションの内蔵 DVD Super MULTI ドライブへ巧換する手順 
について説明します。 

W "0 轉社で指定していない DVD Super MULTI ドライブを取り付けないでくださ 
い。 


交換手順 

次の手順に従ってオプションの内蔵 DVD Super MULTI ドライブへ交換します。 


1 . 188ページを参照して準備をする。 

2. 189ページを参照してサイドカバーを取り外す。 

3. セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

4. 装置側面から光ディスクドライブに接続されているインタフェースケーブルと電源 
ケーブルを取り外す。 


日.装置前面の光ディスクドライブを 
固定しているネジ2本を取り外 
す。 


£ 


〇 〇 
〇 

〇 
〇 〇 〇 


C 


000 扫 00000000 

0000000000000000000000 

0000000000000000000000 

0000000000000000000000 

0000000000000000000000 

OOnOOOOOOOOOOOOOOOOnOO 


0000000000000000000000 

0000000000000000000000 

0000000000000000000000 

0000000000000000000000 

OOnOOOOOOOOOOOOOOOOnOO 


口 



6. 光ディスクドライブを引き出す。 

7. 取りだした光ディスクドライブで 
使用しているトレーとネジを取り 
外し、オプションの内蔵 DVD 
Super MULTI ドライブへ取り付 
ける。 



8. もとのデバイスベイに静かに押し込む。 

^ デバイスを押し込むときにケーブルをはさんでいないことを確認してくださ 

反ェック I し、 

9. 手順己.で外したネジで内蔵 DVD Super MULTI ドライブを固定する。 
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10. 取り付けた内蔵 DVD Super MULTI ドライブが、本体前面から飛び出しすざてい 
ないか確認する。 

11. 装置側面から取り付けた内蔵 DVD Super MULTI ドライブにインタフェースケー 
ブルと電源ケーブルを接続する。 

詳しくは「ケーブル接続」 （266 ページ）を参照してください。 

wO コネクタのピンび曲がったり、確実に接続していなかったりずると、誤動作の 
原因となります。光ディスクドライブと各ケーブルコネクタを見なび5確実に 
接続してください。 


ケーブルをはさんでいないことを確認してください。 


12. 取り外した部品を取り付ける。 
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PCI ボード 

本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□、ソトを6つ用意しています。 


wO PCI ボードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れ 
■to て身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボー 
ドの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に関する説明は186ページで詳しく説明しています。 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I -- 覧 


型名 

製品名 


PCIe 2.0 

#1 

PCIe 2.0 

#2 

PCIe 2.0 

#3 

PCIe 2.0 

#4 

=> Clel.l 

#己 

PCI # 巨 

備考 

PCI ス□ット性能 

x 8 レーン 

x 4 

レーン 

32- bit / 

33 MHz 

輯送帯域 （1 レーンあたり） 

已 Gb/s 

2.已加 /S 

- 

ス□ットサイズ 

フル八イト 

PCI ボードタイプ 

x 8 ソケット 

已 V 

搭載可能なボードサイズ 

1已 0 mm 
む下 

173.1 mm ソ下（シヨート） 

312 mm 

OT 

(□ング/ 

シヨ—卜） 

N 8103-に9 

RAID コント□ーラ 
に 56 MB，RAID 0/1) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

内蔵ディスク接続専 

増設バッテリ 
[ N 8 103-124] 搭載 
巧 

N 8 103- 129/130の 
混在不可 

HDD を9台上搭 
載する場合、または 
2.日型 SAS/SATA 
HDD を混在する場 
合のみ同一 RAID コ 
ント□ーラを2枚搭 
載可能 

N 8103 -130 

RAID コント□ーラ 
(256 MB,RAID 0/ 1/5/6) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0 ( x 8)) 

— 

〇 

〇 

— 

- 

— 

N 8103 -95 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能： 64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

内蔵/外付けデバ 
イス装置との接続 
専用 

N 8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

N 8103 -107 と混 
在不可 

内蔵/外付けデバ 
イス装置との接続 
専用 

N 8103 -107 

SCSI コント□-ラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

最大3枚まで搭載 
巧能。 

N 8 103-75 と混在 
不可 

内蔵/外付けデバ 
イス装置との接続 
専用 

N 8103 -104 A 

SAS コント□ーラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

内蔵/かがけデバイ 
ス装置との接続専用 
内蔵 HDD / SSD と 
の接続不巧 

N 8190-に7 

Fibre Channel コント□—ラ 
(4 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

外付け円 bre 
Chennel 装置との 
接続専用。 

N 8190 -131 

Fibre Channel コント□—ラ （2 ch ) 
(4 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

外付け円 bre 
Chennel 装置との 
接続専用。 

N 8190 -153 

Fibre Channel コント□—ラ 
(8 Gbps / Optical ) 

(カード性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

外付け円 bre 
Chennel 装置との 
接続専用。 

N 8190 -154 

Fibre Channel コント□—ラ （2 ch ) 
(8 Gbps / Optical ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 4)) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

外付け円 bre 
Chennel 装置との 
接続専用。 

N 8104-111 

100 BASE - TX 接続ボード 
(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

LAN 増設用 

N 8104 -119 

1000 BASE - T 接続ボード 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

LAN 増設用 

N 8104-に6 

1000 BASE - T 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

最大3枚まで 

N 8104 -1 にと混 
在不可 

N 8104-じ6との 

Teaming ( AFT / 

SFT / ALB )、 

Bonding をサポート 
10 BASE - T はホサ 
ポート 
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型名 

製品名 


PCIe 2.0 

#1 

PCIe 2.0 

#2 

PCIe 2.0 

#3 

PCIe 2.0 

#4 

PCIe 1.1 

#已 

PCI #6 

備考 

PCI ス□ツト性能 

x 8 レーン 

x 4 

レーン 

32- bit / 

33 MHz 

輯送帯域 （1 レーンあたり） 

已 Gb/s 

2.已 Gb/s 

- 

ス□ツトサイズ 

フル八イト 

PCI ボードタイプ 

x 8 ソケット 

已 V 

搭載可能なボードサイズ 

1已 0 mm 

な下 

173.1 mmm 下（シヨート） 

312 mm 

L ソ下 

(□ング/ 

シヨ—卜） 

N 8104 -121 

1000 BASE - T 接続ボードり ch ) 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 

N 8104 -112 と混 
在不可 

標準ネットワーク及 
び、 N 8104-121 と 
の Teaming ( AFT / 
SFT / ALB )、 

Bonding をサポート 
10 BASE - T はホサ 
ポート 

N 8104-125 A 

1000 BASE-T 接続ボード (4 ch ) 

(カード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

N 8104 -112 と混 
在不可 

標準ネットワーク及 
び、 N 8104-125 A 
との Teaming ( AFT / 
SFT / ALB )、 

Bonding をサポート 
10 BASE - T は未サ 
ポート 

ブーツ付き LAN 
ケーブル使用不可 

N 8104 -112 

1000 BASE - SX 接続ボード 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

N 8104-に6/- 
121/-125 A と混 
在不可 

N 8104 -123 A 

10 GBASE - SR 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

LAN 増設用 
最大2枚まで増設 
巧自長 

N 8104-に8との 
混在不可 

N 8104 -94 

4回線音声- FAX 処理ボード 
(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8 104-95 

4回線音声処理ボード 

(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -96 

12回線対応音声処理ボード 
(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104-101 

高速回線ボード 

(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -102 

高速多回線ボード 

(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 



♦ 標準搭載 〇搭載可能 一搭載不可 


* レーン：転送性能（転送帯域）を示す。（例）1レーンニ 2.5 Gbps (片方向）、4レーンニ lOGbps (片方向） 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数 U 下のカードが接続可能。 

(例） x 8 ソケットー x 1 力ード、 x 4 力ード、 x 8 力ードは搭載可能。 

* 搭載巧能なボードの奥行きサイズはショートサイズの場合173.1 mm まで、□ングサイズの場合 312 mm まで。 
* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作しまず。 

* 製品をのカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの方が動作性能が高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作しまず。 


ホ 
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PCI ス□、ソトの Bo 饥優先順位は下となります。 

PCI #1 一 PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4 一 PCI #5 一 PCI #6 
Boot デバイスを接続しない PCI 力ードを実装したス□、ソトは Option ROM の展開を [ Disabled ] 
に変更してください。 [ Disabled ] にすることで、基本メモリの消費を巧え、装置の起動時闇を 
短縮することができます。 



PCI カードを多く搭載した場合、 POST で必下のメッセージが表示されること 
があります。 

ERROR 

Expansion ROM not initialized - PCI Mass Storage Controller is slot xx . 
システム BIOS のセットアップ （269 ぺージ）の [ Advanced ] —[PCI Configuration ] 
を参照し、設をを変更してください。 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード同±)で AFT/ALB の Teaming を組むことが巧能です。ただし、 
標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT/ALB の Teaming を組むことはでき 
ません。 
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取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを行います。 


wO PCI ス□ットに複数の PCI ボードを取り付ける場合、内蔵 SCSI ケーブルを PCI 
置3 ボードの間に通さないでください。 PCI ボード上のにや素モなどとケーブルび 
接触し、 PCI ボードやケーブルび破損するおそれびあります。 


PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□ットの 
巨!^ コネクタ形状が合っていることを確認してください。 


1 . 188ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す (1 89ぺージ参照)。 


3. 取り付けるス□ットと同じ位置 
(高さ）にある増設ス□ットカ 
バーとネジ1本を外して取り外 
す。 



取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


4. 部品面を下にしてマザーボード上のス□ットとボードの接続部分を合わせてゆつく 
り装置内へ差し込む。 



□ングカードの場合は、ボードのち端が本体フレームにあるガイドレールに 
区エック I おって差し込まれていることを確認してください。 
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日.ボードの接続部分がス□ットに確実に接続するよラしっかりとボードを押し込む。 

wO うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取 
り付け直してください。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれ 
びありまずのでま意してください。 

6. ボード左側を手順3で外したネジで固定する。 

7. 取り外した部品を取り付ける。 

8. 本装置の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、 「 POST 中のエ 
ラーメッセージ」 （368 ページ）のエラーメッセージー覧を参照してください。 

9. BI 日 S セットアップユーティリティを起動して rAdvancedJ メニューの 「Reset 
Configuration DataJ ^ 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは rAdvancedJ (278 ぺージ) 
をご覧ください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行い、増設ス□、ソトカバーを取りがけて<ださい。 
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増設バッテリの取り付け 

RAID コント□ーラ( N 8 103- 129/ 130) に増設バッテリを増設する場合、 t (下の手順に従つ 
て取り付けてください。 


取り付け 


1 . 188ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 189ページを参照してサイドカバーを取り外し、フ□ントマスクを開く。 


3. RAID コント□-ラを取り外し、 
増設バッテリに添付されている 
バッテリ接続ボードを RAID コン 
卜□ーラに取り付ける。 

RAID コント□ーラの取り外しは 
242ページを参照してください。 



4. バッテリ接続ボードにケーブルを 
接続する。 

コネクタとケーブルのマー车ング 
を合わせて接続してください。 


己. RAID コント□-ラを取り付ける。 


RAID コント□ーラの取り付けは 
242ページを参照してください。 



6. PCI フアンの下の穴からケーブルを 装置 前面側に通す。 
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7. 増設バッテリにケーブ J レを取り付 
ける。 

コネクタとケーブルのマー车ング 
を合わせて接続してください。 


8. 増設バッテリボックスからネジ1 
本を外してブラケットを取り外 
す。 



9. 増設バッテリを手順8.で外したブ 
ラケットに、増設バッテリに添付 
のネジ3本で取り付ける。 



1日.ブラケットをネジ1本で増設バッ 
テリボックスに取り付ける。 




















ハードウエア編 245 


11. 取り外したレフトヴイドカバーを取り付ける。 

12. フ□ントマスクを閉じる。 


取り外し 

増設バッテリの取り外しは、取り付けの逆の手順を行って<ださい。 



246 オプシヨンの取りがけ 


プ□セツヴー （ CPU ) 

標準装備の CPU ( Intel ® Xeon ® processor ） に力□えて、もう 1 つ CPU を増設ずることができま 
す。 


CPU #1 CPU #2 



wO • 異なる周波数の CPU び湿在しないように、本体装置に搭載可能な CPU 
Ito を確認して < ださい。 

• CPU の増設を行った場合、搭載しているメモリの取り付け位置を変更 
しなければなりません。2己3ページの DIMM の説明を参照し、メモリの 
取り付け位置の変更を行ってください。 



オプションの CPU の中には異なるレビジョン（ステッビング)のものが含まれ 
ている場合があります。異なるレビジョンの CPU を混をして取り付けた場合、 
Windows ではイベントビューアのシステムログにじ TF のようなログが表示さ 
れますが、動作には問題ありません。 
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プ□セツヴーの取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。（図はわかりやすくするためにリテンションの一部を 
省略しています。） 


W -0 CPU は大変静電気に弱い電子部品でず。サーノ金属フレーム部分などに触 
■to れて身体の静電気を逃がしてか 5 CPU を取り扱ってください。また、 CPU の 
ピンを素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静 
電気に関ずる説明は186ぺージで詳しく説明しています。 


1 . 188ページを参照して準備をする。 

2. 次の部品を取り外す。 

- サイドカバー （189 ページ参照） 

- CPU ダクトカバー (191 ページ参照) 


3. CPU ソケットの位置を確認する。 


4. ソケットのレバーを一度押し下げ 
てフックから解除してレノ く一を止 
まるまでゆつ< りと開<。 







248 オプシヨンの取リ佩寸 



• 保護カバーは大切に保管しておいてください。 CPU を取りがしたとき 
は必ず CPU のげわりに保護カバーを取り付けてください。 

• ソケットの接点び見えまず。接点には触れないでください。 


7. 新しい CPU を取り出し、保護カバーから取り外す。 


，■〇 CPU を持つときは、必ず端を持ってください。 CPU の底面（端子部）には触 
置3 れないで< ださい。 


8. CPU をソケットの上にていねい 
にゆっくりと置く。 

親指と人差し指で CPU の端を持っ 
てソケットに差し込んでくださ 
し^。親指と人差し指がソケットの 
切リ欠き部し合うようしして持つ 
と取り付けやす<なります。 






CPU の切り欠きとソケットの キー 部を合わせて差し込んでください。 

CPU を傾けたり、滑 6 せたりせず(こソケットにまっすぐ下ろしてくださ 
し、 
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10. レバーを倒して固定する。 



11. ヒートシンクを取り付ける。 

ヒートシンクの取り付けは、「ヒートシンクの取り付けに51ぺージ）」を参照して 
ください。 


CPU の増設を行つた場合、搭載しているメモリの取り付け位置を変更しなけ 
■to ればなりません。2己3ページの DIMM の説明を参照し、メモリの取り付け位置 
の変更を行ってください。 


12. 取り外した部品を取り付ける。 





250 オプションの取り付け 


プ□セツヴーの取り外し 


CPU を取り外すときは、「プ□セ、ソサーの取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備を 


した後、手順10〜4の逆の手順を行ってください。ヒートシンクはヒートシンクを水平に少し 
ずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の2項を参照してくだ 
さい）。 


B1 


• CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートび CPU に粘 
着している場合びありまず。ヒートシンクを取り外す際は、左ちに軽く 
回して、ヒートシンクび CPU か5離れたことを確認してか5行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取りがすと CPU やソケッ 
卜を破損ずるおそれびありまず。 


CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 

1. CPU を交換した場合、 SETUP を起動して rAdvancedJ - 「Processor 

Confi 呂 uration 」-「 ProcessorInformation 」 の順でメニューを選択し、増設 
した CPU の ID 、 L 2 Cache Size および L 3 Cache Size が正常になっていること 
を確認する （278 ページ参照)。 


wO CPU を取り外した場合、搭載しているメモリの取り付け位置を変更しなけれ 
ばなりません。2日3ページの DIMM の説明を参照し、メモリの取り付け位置の 
変更を行ってください。 
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ヒートシンクの取り付け 


次の手順に従ってヒートシンクを取り付けます。 

1 . ヒー トシンクの保護カバーを外 
す。 





ヒートシンクの向きにミち意して取り付けてください。誤った向きで取り付ける 
と CPU ダクトび入りません。 
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3. ヒートシンクをネジで固定する。 

ネジは、たすきがけの順唐で4つを 
仮止めした後に本締めしてくださ 
い。 

4. ヒー ト シンクが マヴーボー ドと水 
平に取り付けられていることを確 
認 する。 



• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがしてか5、も 
う一度取り付け直してください。 

水平に取り付け5れない原因には次のことび考え5れます。 

- CPU び正しく取り付け5れていない。 

- ネジで完全に固定されていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


ヒートシンクの取り外し 

ヒートシンクを取り外すときは、取り付けの逆の手順を行ってください。 
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DIMM 

DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケットに取りがけ 
ます。マザーボード上には DIMM を取りがけるソケットが12個あります。 



CPU 2 _DIIMM #4 
CPU 2_ DIIMM #1 
CPU 2 _DIIMM #5 
CPU 2 _DIIMM #2 

CPU 2 _DIIMM #6 
CPU 2 _DllMM #3 


CaI メモリは最大 192 GB (16 GBX 12 枚)まで増設できます。 

だ扇 



• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてか5ポードを取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は18巨ぺージで詳しく 
説明しています。 

• 指定 m がの DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーボードび故障するおそれび 
あります。また、これ5の製品び原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となりまず。次に示ずモデルをお買いホめくだ 
さいに010年目月現在）。 


N 8 102-379 
N 8 102-380 
N 8 102-381 
N 8 102-382 
N 8 102-383 
N 8 102-392 
N 8 102-393 
N 8 102-394 
N 8102 -39 己 
N 8102 -39 巨 


1 GB 増設メモリポード 

2 GB 増設メモリボード 

4 GB 増設メモリボード 

8 GB 増設メモリボード 

1目 GB 増設メモリボード 

2 GB 増設メモリボード (1 GB 2枚組） 

4 GB 増設メモリポード KGB 2枚組） 

8 GB 増設メモリボード (4 GB 2枚組） 

1目 GB 増設メモリボード （8 GB 2枚組） 
32 GB 増設メモリボード （1 目 GB 2 枚組) 
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DIMM の増識頃序 

1 CPU 構成時と 2 CPU 構成時でメモリの増設順唐が違います。 

1 CPU 構成時は DIMM ス□、ソト番号のルさい順に増設してください。 

2 CPU 構成時はを CPU の DIMM ス□、ソト番号のルさい順に交互に増設してください。 
容量の大きいメモリからス□、ソト番号のルさい順に増設してください。 


参 


W -0 2 CPU 実装時は、 ESMPRO での表示位置と実際の実装位置び異なりまず。 


1 CPU 時 

-1あ目： 

- 2枚目: 

- 3枚目： 

- 4枚目： 

- 5枚目： 

- 6枚目： 
2CPU 時 

-1枚目： 

- 2枚目： 

- 3枚目： 

- 4枚目： 

- 5枚目： 

- 6枚目： 

- 7枚目： 

- 8枚目： 

- 9枚目： 
-10枚目 
-11枚目 
-12枚目 


実装位置 

CPU 1_ DIMM 1 ス □、ソ ト 
CPU 1_ DIMM 2 ス □、ソ ト 
CPU 1_ DIMM 3 ス □、ソ ト 
CPU 1_ DIMM 4 ス □、ソ ト 
CPU 1_ DIMM 5 ス □、ソ ト 
CPU 1_ DIMM 6 ス □、ソ ト 

実装位置 

CPU 1_ DIMM 1 ス □、ソ ト 
CPU 2_ DIMM 1 XDvh 
CPU 1_ DIMM 2 ス □、ソ ト 
CPU 2_ DIMM 2 ス □、ソ ト 
CPU 1_ DIMM 3 ス □、ソ ト 
CPU 2_ DIMM 3 ス □、ソ ト 
CPU 1_ DIMM 4 ス □、ソ ト 
CPU 2_ DIMM 4 ス □、ソ ト 
CPU 1_ DIMM 5 ス □、ソ ト 
CPU 2_ DIMM 5 ス □、ソ ト 
CPU し DIMM 6 ス□、ソト 
CPU 2_ DIMM 6 ス □、ソ ト 


ESMPRO 表示 
メモリ1 
メモリ2 
メモリ 3 
メモリ 4 
メモリ 5 
メモリ6 


ESMPRO 表示 
メモリ1 
メモリ 7 
メモリ2 
メモリ8 
メモリ 3 
メモリ 9 
メモリ 4 
メモリ10 
メモリ 5 
メモリ11 
メモリ6 
メモリ12 
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1 CPU 時 

3枚目 
6枚目 
2枚目 
己枚目 
1枚目 
4枚目 


背面側 


前面側 



2 CPU 時 

己枚目 
11枚目 
3枚目 
9枚目 
1枚目 
7枚目 
8枚目 
2枚目 
10枚目 
4枚目 
に枚目 
6枚目 


Hi 


• CPU 2 を実装していない場台、 CPU 2_ DIMM 1 〜6は使用できません。 

• メモリボードを増設時は必ず容量の大さいメモリか5、 DIMM 番号のル 
さい順に増設してください。 




• メモリミラーリングおよびメモリロックステップ ( x 8 SDDC ) 機能を利用 
する場合の構成については262ぺージを参照してくださし、。 

• 1 GB 増設メモリボードは X 4 SDDC にが応しておりません。メモリ RAS 機 
能を利用する場合は、 2 GB /4 GB /8 GB /16 GB 増設メモリボードを搭載す 
る必要があります。 

































































256 オプションの取り付け 


メモリク□ック 

CPU と1 6 GB 増設メモリボードの搭載有無により、メモリク □ 、ソクが異なります。 



【例】 

800 MHz 動作' 


1066 MHz 動作 


CPU 1_ DIMM 1 CPU 1_ DIMM 4 


CPU 2— DIMM 4 CPU 2 —DIMM 1 



メモリ R AS 機能 

本装置ではメモリ RAS 機能として「標準機能 （ X 4 SDDCECC メモリ）」、「メモリミラーリン 
グ機能」、「メモリ□、ソクステップ （ x 8 SDDCECC メモリ）機能」と「メモリスペアリング機 
自 g 」 を持っています。ただしメモリミラーリングとメモリ□ックステップ機能を利用する場合 
には、「メモリ機能の利用」 （259 ページ）を参照してください。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


irO 本装置では、□—プ□ファイル （ DIMM ボードの高さび30 mm (1.2 インチ) 
置3 m 下）タイプの DIMM のみをサポートしています。それ政が（それ m 上高い) 
DIMM はサポートしていません。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


188ページを参照して準備をする。 

サイドカバーを取り外す （189 ページ参照)。 

CPU ダクトカバーを取り外す （191 ページ参照)。 

DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



^ • DIMM の向きにミ主意してください。 DIMM の端す側(こは誤挿人を防止す 

民エック I るための切り欠きがあります。 

• ソケット(こ押し込むときは過度の力を加えないで < ださい。ソケットや 
端子部分を破損するおそれがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し a まれるとレバーが自動的に閉じます。 

5. 取り外した部品を取り付ける。 

6. P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については368ページを参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced」-「Memory Confi 呂 uration」-「Memory 
Information 」 の順でメニューを選択し、増設した DIMM のステータス表示が「数 
値」になっていることを確認する （281 ページ参照)。 

8. rAdvancedJ メニ ューの 「Memory Confi 呂 uration 」一 「Memory Retest 」 を 
「 Yes 」 にする。 

A - ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは278ページをご覧ください。 

9. ページングファイルサイズを推奨値（搭載メモリ XI .日）上に設定する。 

Windows オペレーティングシステムを使用している場合は「メモリダンプ（デバ、ソ 
グ情報）の設定」（111ページ）を参照してください。その他のオペレーティングシ 
ステムの場合は、オペレーティングシステムに付属の説明書を参照するか、お買い 
求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 









258 オプシヨンの取リ佩寸 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッ 
区エック I セージを確認して、取りがけている DIMM ソケットを確認してください。 


1 . 188ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （189 ページ参照)。 

3. CPU ダクトカバーを取り外す （191 ページ参照)。 

4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ 、ソクが解除され DIMM を取り外 
せます。 

日.取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の電源を日 N にして POST 
でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、368ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

7. SETUP を起動して rAdvancedJ - 「 MemoryConfiguration」-「Memory 
Retest 」 を 「 Yes 」 に設定し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアする 
(281ページ参照)。 
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メモリ機能の利用 

本製品には、メモリ RAS 機能として「標準機能 （ x 4 SDDCECC メモリ）」、「メモリミラーリ 
ング機能」、「メモリスペアリング機能」と「メモリ□、ソクステップ （ x 8 SDDCECC メモリ） 
機能」を持っています。 


• x 4 SDDCECC メモリ機能を利用ずる場台は、 N 8102 -380/381/ 
382/383増設メモリボードを搭載ずる必要びありまず。 

• メモリミラーリングおよびメモリ□ックステップ （ X 8 SDDC ) 機能を 
利用するには次の増設メモリボードを搭載ずる(2、要びあります。 

- N 8 102-392 
- N 8 102-393 
- N 8 102-394 
- N 8102 -39 己 
- N 8102 -39 巨 


本製品のマザーボード内にはメモリを制御するための「メモリチヤネル」が下図のように2系 
統に分かれています。 


CPU1 CPU2 


メモリコント□ーラ 

CH0 

CH1 

CH2 


メモリコント□ーラ 

CH0 

CH1 

CH2 



「メモリミラーリング機能」と「メモリ□、ソクステップ機能」はメモリチヤネル間でのメモリ 
の死活監視と切り替えを行うことによって冗長性を保つ機能です。 

























































260 オプションの取り付け 


メモリミラーリング機能 

メモリミラーリング機能とは、2つのメモリチャネル間（チャネル0とチャネル 1) で対応する2 
つの Group の DIMM (ミラーセット）に同じデータを書き込むことにより冗長性を持たせる機 
能です。 


メモリミラーリング機能はチャネル0とチャネル1を使用しまず。メモリミ 
ラー構成時、各 CPU のメモリチャネル2に PU 1- DIMM 3/6、 CPU 2- 
DIMM 3/6) は使用できません。 


例： 2CPU 構刷寺 


CPU1 



メモリコント□-ラ 


CH0 


CH1 

CH2 / 



了一夕1 

一 

了一夕1 

データ2 

データ2 

了一夕3 


了一夕3 

データ4 


データ4 


I ^ラーセット 
I #4 


I ^フー セツト 

I #2 


CPU2 



メモリコント□ーラ 


CH0 


CH1 

|V CH2 / 


[CPU2-DIMM 41 


に PU2-DLMM 自 



[CPU2-DIMM 11 


ICPU2-DIMM2] 

け 


^ ICPU2-/MM : 

! 


こ オペレーティングシステムからは、物理容量の半分の容量のメモリとして認識 
ム^ されます。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• ミラーセットを構成するメモリソケット （2 つ）にメモリを搭載してくださし、 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 
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• 「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」に目9ぺージ） を参照して、 SETUP を起 
動したら、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してく 
ださい。 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 「Memory RAS Mode」 一 「Mirroring」 

• メモリは次の順唐で搭載してください。 


背面側 前面側 



2 CPU 構成をとっている場合も増設 CPU 側のメモリ 
搭載順唐は同じように搭載してください。 


次のようなミラーリングは構築できません。 

• 同ーメモリチャネル内でのメモリミラーリング 

メモリミラー設定に関するま意事項 

メモリミラーを構築した状態で、メモリミラー構成とならないようなメモリ増設や、メモリミ 
ラーが 崩れるようなメモリの取り外しを行なった場合は、メモリは Independent 構成となり、 
BIOS Setup メニューの 「Memory RAS Mode」 メニューは "Independent" と表示されます。 












































262 オプションの取り付け 


メモリ□ックステップ機能 ( x 8 SDDC ) 

メモリ□、ソクステップ機能 (X8SDDC) では、2つのメモリチヤネル間 (チヤ ネル0とチヤネル 1) 
の対応する2つの Group の DIMM を多重化して並列して動作させることで x8 SDDC(x8 Single 
Device Data Correction) を実現します。 x8 SDDC によって、 1 つのデバイスで 1 〜 8 データビ、ソ 
卜の エラー 横化-訂正機能をサポートします。 


w "0 メモリ□ックステップ機能はチャネル0とチャネル1を使用します。メモリミ 
ラー構成時、各 CPU のメモリチャネル2 ( CPU 1- DIMM 3/ 巨、 CPU 2- 
DIMM 3/6) は使用できません。 


CPU1 


ク 

メモリコント□-ラ 



I CH0 

i I 

CH1 


\ CH2 / 

i 

1 

1 

1 

1 1 





1 に PU1-DIMM4 

學 

1 1 

?け 

に PU1-DIMM 己 

I 

) 

> 

；に PU1-DIMM 1 

1 

ICPU1-DIMM2 

I 



CPU2 


メモリコント□-ラ 

、 ，’ 、 \ _ # 

1 CH0 1 1 

_ 1 _ _1 _ 1 

CH1 

\ CH2 / 

1 

1 

I 

1 

1 




厂 

1 に PU2-DIMM 4| 1 

ICPU2-DIMM 司 

|CPL\[ 

：)wm 6| 

fe 

'ICPU2-DIMM 1| I 

l^i 

ICPU2-DIMM2I 

に P 护 DIMW 

1 g 、 


この機能を利用するための条件は次の通りです。 

• 並列動作をさせる2つのメモリをメモリソケ、ソトに搭載してください。 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 

• 「システム目 IOS のセットアップ （SETUP)」 に69ぺージ)を参照して、 SETUP を起動し 
たら、次のメニューのパラメータを変更し、設をを保存して SETUP を終了してくださ 
い。 

「Advanced」 一 「Memory Configuration サブメニュー」一 「Memory RAS Mode」 一 
「Lock Step」 
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• メモリは次の順唐で搭載してください。 


1 CPU 時 


背面側 


前面側 



2 CPU 時 

-5 枚目 
.1 1枚目 
-3 枚目 
-9 枚目 
■1 枚目 
つ枚目 
-8 枚目 
-2 枚目 
’10枚目 
■4 枚目 
.に枚目 
，6 枚目 


次のようなミラーリングは構築できません。 

• 異なるメモリコント□-ラ ( CPU ) のメモリチヤネルでのメモリ□ックステップ 

• 同ーメモリチヤネル内でのメモリ□、ソクステップ 

メモリ□ックステップ設定に関する注意事項 

メモリ□、ソクステップを構築した状態で、メモリ□、ソクステップ構成とならないようなメモリ 
増設や、メモリ□、ソクステップが崩れるようなメモリの取り外しを行なった場合は、メモリは 
Independent 構成となり 、 BIOS Setup メニューの 「Memory RAS Mode 」 メニューは 
" Independent " と表示されます。 









































264 オプシヨンの取りがけ 


メモリスペアリング機能 


メモリスペアリング機能はメモリチャネル2を予備(スペア)として待機させることにより、運 
用しているメモリコント□ーラ配下の DIMM (メモリ）で訂正可能なエラーが発生した場合、待 
機させている DIMM (メモリ）に自動的に運用に切り替え、処理を継続させる機能です。 


例： 2 CPU 構成時 


スペアセツト#3 


スペアセツト#1 


メモリスペアリング機能を利用する場合は、 N 81 02-379/380/ 
381/382/383増設メモリボードを搭載する必要びあります。 

メモリスペアリング機能を利用ずるには同一容量の増設メモリボードを 
搭載する必要びありまず。 


CPU1 



メモリコント□-ラ 



CH0 


CH1 


CH2 



[CPU 1 -DIMM 4| 




ICPU 1- DIMM 5 t 


に PU1-DIMM 1| に PU1-DIMM 2b 




[CPU1-DIMM 61 




[CPU1-DIMM 31 


運巧系 


待機系 
(スペア） 


CPU2 



メモリコント□-ラ 



CH0 


CH1 


CH2 



スペアセツト#4 


[CPU2-DIMM 41 


[CPU2-DIMM 5] 


[CPU2-DIMM 


王 


スペアセツト#2 


[CPU2-DIMM 11 に PU2-DIMM 2| I 


壬 


[CPU2-DIMM 3 


運用系 


待機系 
(スペア） 


PaI オペレーティングシステムからは、物埋容量より少ない容量の DIMM (メモリ）と 

yys して認識されます。（搭載数と1おあたりの容量によって変化します。） 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 
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2 CPU 

構成 

1 

3 

1 

3 

1 

3 


• 搭載する DIMM (メモリ）は同一容量の DIMM (メモリ）を搭載してください 

• 「システム巨 IOS に ETUP ) のセットアップ」 （XXX ぺージ)を参照して、 SETUP を起動し次 
のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してください。 
「 Advanced 」 一 「Memory Configuration サブメニュー」一 「Memory RAS Mode 」 一 
「 Sparing 」 

• SETUP 終了後、再度 SETUP を起動し増設した DIMM のステータスがに paring 」 と 
なっていることを確認してください。 

• DIMM (メモリ）は次の順唐で搭載してください。 


1 CPU 

構成 



， CPU 2 —DIIMM #4 
. CPU 2_ DIIMM #1 
. CPU 2 _DIIMM #5 
• CPU 2 _DIIMM #2 
、 CPU 2_ DIIMM #6 
‘ CPU 2 DIIMM #3 


2 CPU 

構成 

4 

2 

4 

2 

4 

2 


次のようなメモリスペアは構築または設をすることができません。 
• 異なる容量の DIMM (メモリ ） を搭載。 


















































266 ケーブル接続 


PCIe 2.0 

PCIe 2.0 

PCIe 2.0 

PCIe 2.0 

PCIe 

PCI 



己 2 日型 
デバイスベイ 


3. 日型 

ディスクケージ 


3. 已型 

八ードディスクベイ 


从ードディスク 
はオプション。 


ケ-ブル接続 


本装置のケーブル接続を示します。 



—スケーブル 


装置内部および装置外部とのインタフェースケーブルの接続の一例を示します。 

3.已型ディスクケージを2台搭載した場合 

3.5 型八ードディスクドライブを5台じ(上搭載する場合には、この構成パターンとなります。 

マザーボード上のボード装着コネクタ (PCIe #2) は八ードディスクドライブを搭載するオプ 
シヨンの 3.5 型ディスクケージに接続します。 


が搭將料紀揽 
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内蔵 SCSI ファイルデバイスを搭載した場合 

内蔵 SCSI ファイルデバイスを搭載する場合は、別売の SCSI コント□-ラと SCSI ケーブルが必 
要です。 


• 搭載できる SCSI デバイスは2台までです。 

• 内蔵 SCSI デバイス（八ーフ八イト）を2台搭載ずる場合、標準搭載の 
光ディスクドライブを曰型ベイ最上段に移動してください。 


接続可能な SCSI コント□-ラ： N 8103-75、 N 8103 -95 
使用する SCSI ケーブル： K 410 -68 A (00) 内蔵 SCSI ケーブル 


K 410-68 A (00) 内蔵 SCSI ケーブルは、終端コネクタが取り付けられています。接続している 
デバイスすべて終端の設定を「無効」にしてください。を種設定については、デバイスに添付 
の説明書を参照してください。 

ファイルデバイスは、 SCSI 転送レートの設をなどをしておく必要があります。転送レートに 
ついてはデバイス I こ添付の説明書を参照してください。設をは、 SCSI コント□ーラの目 IOS 
ユーティリティを使用します。詳しくは、 SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照してくだ 
さい。 


PCIe 

PCI 



己2已型 
デバイスベイ 


3. 日型 

八ードディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 


SAS ケースレ 


光ディスク用 SATA ケーブル ™ SCSI ケーブル 



















































268 ケーブル接続 


電源ケーブル 


本体内部の電源ユニットの接続の一例を示します。 

ディスクケージを増設した構成 

本体内蔵の電源ユニットの電源ケーブルじはコネクタ番号が巧刷されています （Pnn • nn : 数 
字)。コネクタ番号と接続される内蔵デパイスはじ(下のとおりです。 



電源ケーブル 
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システム BIOS ( S 盯 UP ) のセットアップ 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設を方まについて説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設をしてください。 

SETUP は八ードウエアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされている内容は、化荷時に最も標準で最適な状態 I こ設をしていますのでほと 
んどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合な 
ど必要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）び行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができまず。パスワードには、 
「 Administrator 」 と 「 User 」 の2つのレベルびありまず。 
「 Administrator 」 レベルのパスワードで SETUP を起動した場台、す 
ベての項目の変更びできます。 「 Administrator 」 のパスワードび設定 
されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更で 
きる項目び限5れます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンびインス!ルされています。このため 
設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Save & Exit メニューまたはく Esc >、 く F 4> キーで必ず終了 
してください。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行っ 
た場合には SETUP の設定び正しく更新されないことびあります。 




270 システム巨 lOS (SETUP) のセットアップ 



本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、く Esc > 羊一を押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press < F2> to enter SETUP or Press <F12> to boot from Network 


ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


じ(前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 



パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「Administrator」 と 「User」 の2種類のパスワードがあります。 
「Administrator」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それら 
を変更したりすることができます。 「User」 では、確認できる設をや、変更で 
きる設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


羊ーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 


現在表示しているメニューを示ず 


サブメニューが， 
あることを示す 


設定項目 




► BMC LAN Configuration 

► Event Log Corvnguration 


Additional setup menus to view 
server management features, < 


Assert NMI on PERR 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR 

CEnabLedD 


FRB-2 Policy 

Boot Monitoring 

[Retry 3 Times] 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy 
グ Thermal Sensor 

Check previous System Config 

BMC IRQ 

POST Error Pause 

Memory/Processor Error 

Power Switch Inhibit 

AC-LINK 

Power ON Delay Time 

Platform Event FiLtering 

[Retry StimesD 

CEnabLedD 

CEnabLedD 
[IRQ 11] 

[Enabled] 

[Boot] 

[Disabled] 

[Last State] 

20 

CEnabLedD 


CLI SETUP 

[Disabled] 

A 

FI: General Help 

F4: Save ESC: Exit 


ヘルプ 

ウインドウ 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 


自動的にコンフィグレーションされたものやお出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□力ーソル羊一 ( In i ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ 力ーソ J レ羊 一（^、一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot、Save & Exit などのメニューを選択 
します。 

□ <一>キー/く十 >车一 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この车一は無効です。 

□ く Enter 〉 キー 

選択したパラメータの巧をを行うときに押します。 

□ < Esc > 车一 

ひとつ前の画面に戻ります。 










272 システム巨 los ( SETUP ) のセットアップ 


設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を71^します。 


日付-時刻関連 


「 Main 」 一 「 System Date」 、 「System Time 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイッチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 FAC-LINKJ ->「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 一 [Boot Option Priorities 」 起動順唐を設定:する 

POST の実行内容を表示する 

「巨 00 り 一 「Quiet 目 00 1」 一 「 Disabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > 羊一を押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムかり： I Advanced 」 一 「Advanced Chipset Conriguration 」 

一 「Wake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Configuration 」 

一 rWake on RTC Alarm 」 一 「 Enabled 」 


HW コンソール端末か！ 5 制御する 

「 Advanced 」 一 ["Serial Po け Configuration 」 一それぞれの設定:をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「CPU 1/2 _DIMMn Status 」 一表示を磕 
認する ( n : 1〜 6) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 



CPU 2— DIIMM 4 
CPU 2_ DIIMM 1 
CPU 2_ DIIMM 5 

CPU 2_ DIIMM 2 

CPU 2_ DIIMM 6 

CPU 2_ DIIMM 3 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 一 「 Yes 」 一再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 「processor Configuration 」 一 「Processor Imformation 」 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「 Boot 」 一 「Bootup Numlock State 」 一 fOnJ (有効）/ 「 Off 」 （無効：初期値) 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「 Server 」 一 「Event Log Configuration 」 一 「Clear All Event Logs 」 一 「 Enter 」 一 「 Yes 」 
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セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

[" Security 」 一 f Administrator Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者 パスワード （ Administrator ）、 ユーザーパスワード ( User ) の順に設定:します 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「 Advanced 」 一 ！" Serial Port Configuration 」 一それぞれの I / O ポートに対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

rAdvanced 」 一 「PCI Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定!をする 

RAID コント□ーラボードを取り付ける 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot n Option ROM 」 一 「 Enabled 」 
n : PCI ス□ツトの番号 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存して SETUP を終了する 

「 Exit 」 一 「Save Changes and Exit 」 

変更した BIOS の設定を破棄して SETUP を終了する 

「 Exit 」 一 「Discard Changes and Exit 」 

現在の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Save Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Discard Changes 」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「 Exit 」 一 「Load Setup Defaults 」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニユー（一27日ぺージ） 

• Advanced メニユー（-^278ぺージ） 

• Security メニユー（-^290ぺージ） 

• Server メニユー（- ^293 ぺージ） 

• Boot メニユー（一302ぺージ） 

• Saves Exit メニユー（一303ぺージ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
します。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニユーが表示されます。 


e て up U ti 
Advan 




BIOS Information 


Select the display Language 

BIOS Version 

4. 6. XXXX 

for system setup. 

BuiLd Date 

01/27/2010 


Access Level 

Administrator 


Memory Information 



，し a し Memory 

2048 MB 

巧 


System Date 

[Thu 01/15/2009 ： 


System Time 

[20:33:57] 

FI: General Help 

F4: Save ESC: Exit 


ht (C) 2010 Am 


Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Information 

— 

— 

BIOS Version 

— 

目 lOS のバージョンを表示しま 
す。（表示のみ） 

Build Date 

MM / DD/YYYY 

目10 S のビルドの日付を表示しま 
す。（表示のみ） 

Access Level 

[ Administrator ] 

現在 SETUP メニュー(こ 


User 

Administrator/User のどち らで 
アクセスしているかを表示しま 
す。（表示のみ） 

Password が設定されていない 
場合は [ Administrator ] と表示さ 
れます。 

Memory Information 

— 

— 

T 饥 al Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 
(表示のみ） 

System Language 

[ English ] 

SETUP で表示する言語を選択し 


Fran が is 

ます。 


Deutsch 

[BIOS Redirection Port 」 が有 


Espanol 

効(こされている状態で SETUP を 


Italiano 

起動した場合 、 System 

Language の設定は強制的(こ英 
語表示になります。またそのが 
態では System Language の設定 
を変更することはできません。 
再び 「BIOS Redirection Port 」 

を無効に設定すれば次回の 

SETUP 起動時に既をの設定した 
値で表示され、設定を変更する 
ことができます。 

System Date 

WWW MM / DD/YYYY 

日付を設定します。 

System Time 

HH : MM:SS 

時刻を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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W -0 BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：10で〜3己で . 湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求ずるようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用ずることをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニュー（ここでは全てのメニュー）は、選択後く Erite 「> キー 
を押してサブメニューを表示させてから設ちします。 



Processor Confi 卽 ration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「 ProcessorConfiguration 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Erite 「> 羊一を押す 
とサブメニューが表示されます。 



Processor C3 Report 
EIST 

Turbo Boost 
Performance/Watt 

Server Class 


[ACPI C3] 
[Enabled] 

[Enabled] 

[Power Optimized] 

[HPC] 


Execute Disable Bit 
VT-x 

Active Processor Cores 
Hyper-Threading 


[Enabled] 
CEnabled] 
[ALL] 
[EnabLed] 



2010 Am 


FI: General Help 
F4: Save ESC: Exit 
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項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Information 

— 

— 

Processor C 3 Report 

Disabled 

ACPI C 2 
[ACPI C 3] 

プ□セ、ソサの C 3 ステートを設定します。 

E に T 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セッサが提供する SpeedStep 
機能の有効/無効を設定します。 

本機能をサポートしたプ□セ、ソサが搭載さ 
れた場合にのみ表示され、設定できます。 

Turbo Boost 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セ、ソサが提供する Turbo 

Boost Technology 機能の有効/無効を設定 
します。 

Performance/Watt 

Traditional 
[Power Optimized ] 

Turbo 目 00 St 機能の最適化を設定します。 

Server Class 

Enterprise 

[ HPC ] 

Custom 

プ□セ、ソサの性能(こ関する設定をします。 
Enterprise —省電力で使用する時に設定しま 
す。 

HPC —高性能で使用するときに設定します。 
Custom - 個別設定を巧う時(こ設定します。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[ Enabled ] 

八ードウェアのプリフェッチャの有効/無 
効を設定します。 

("Server Class 」 メニューを " Custom " に 
設定すると表示され設定可能(こなります。 

Adjacent Cache Line 

Prefech 

Disabled 

[ Enabled ] 

メモリか 6 キャッシュへのアクセスの最適 
化の有効/無効を設定します。 

("Server Class 」 メニューを " Custom " (こ 
設定すると表示され設定可能(こなります 

L 1 Data Prefetcher 

Disabled 

[ Enabled ] 

L 1データのプリフェッチャの有効/無効を 
設定します。 

["Server Class 」 メニューを " Custom " (こ 
設定すると表示され設定可能(こなります 

Data Reuse Optimization 

Disabled 

[ Enabled ] 

データ再利用の最適化の有効/無効を設定 
します。 

("Server Class 」 メニューを " Custom " に 
設定すると表示され設定可能になります 

Execute Disabled Bit 

Disabled 

[ Enabled ] 

Execute Disable 目 it 機能をサポートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

VT-x 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セ、ソサが提供する「仮想化技 
術」の機能の有効/無効を設定します。 

Active Processor Cores 

[ All ] 

1 

2 

3 

4 

己 

プ□セ、ソサ内部の有効な Core 数を設定しま 
す。搭載するプ□セ、ソサによって選択でき 
る Core 数は変わります。 

Hyper-Threading 

Disabled 

[ Enabled ] 

1つの物理 CPU を2つの論理 CPU として見せ 
て動作する機能です。本機能をサポートし 
たプ□セ、ソサが搭載された場合(このみ表示 
され、設定できます。 


[]： 出荷時の設定 
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Processor Information サブメニユー 


Advanced 


Processor 1 CPUID 




Processor Type 

106a4 



Processor Speed 

Intel (R) Xeon(R) CPU 



Processor Cores 

2261 MHz 



L2 Cache RAM 

Quad 



L3 Cache RAM 

1024 KB 



Microcode Revision 

9192 KB 



EMT64 

Supported 



Hyper-Threading 

Supported 



Processor 2 CPUID 

Not InstaLLed 





FI: 

General Help 



F4: 

Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください（表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor 1 CPUID 

数値 

N 饥 Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ1の D を示します。 

「N 饥 Installed」 は取りがけ6れていないこ 
とを示します。 

Processor Type 

— 

プ□セ、ソサ1のタイプを表示します。 

Processor Speed 

— 

プ□セ、ソサ1のク□ック速度を表示します。 

Processor Cores 

— 

プ□セ、ソサ1の内部 Core 数を表示します。 

L2 Cache RAM 

— 

プ□セ、ソサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します。 

L3 Cache RAM 

— 

プ□セ、ソサ1の兰タキャッシュサイズを表示 
します。 

Microcode Revision 

— 

プ□セ、ソサ1に適用されているマイク□コー 
ドのレビジョンを表示します。 

EMT64 

Supported 

プ□セ、ソサ1がインテル64アーキテクチャー 
をサポートしているかどうかを表示します。 

Hyper-Threading 

Supported 

プ□セ、ソサ1が Hyper-Threading 機能をサ 
ポートしているかどうかを表示します。 

Processor 2 CPUID 

数値 

Not Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ2の D を示します。 
「Not Installed」 は取りがけ6れていないこ 
とを示します。 

Processor Type 

— 

プ□セ、ソサ2のタイプを表示します。 

Processor Speed 

— 

プ□セ、ソサ2のク□ック速度を表示します。 

Processor Cores 

— 

プ□セ、ソサ2の内部 Core 数を表示します。 

L2 Cache RAM 

— 

プ□セッサ2のニタキャッシュサイズを表示 
します。 

L3 Cache RAM 

— 

プ□セッサ2の兰タキャッシュサイズを表示 
します。 

Microcode Revision 

— 

プ□セ、ソサ2に適用されているマイク□コー 
ドのレビジョンを表示します。 

EMT64 

Supported 

プ□セ、ソサ2がインテル64アーキテクチャー 
をサポー 卜しているかどうかを表示します。 

Hyper-Threading 

Supported 

プ□セッサ2が Hyper-Threading 機能をサ 
ポートしているかどうかを表示します。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Configuration ヴブメニュー 


Advanced メニューで fMemory Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと U 下の画面 
が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Erite「> 羊一を押すと 
サブメニューが表示されます。 


Advanced 


Hardware Memory Test 
Memory Retest 
Memory RAS Mode 
Memory Frequency 
Memory Voltage 


[EnabLed] 

[No] 

CIndependent] 
[1333 MHz] 
[Low] 

[Disabled] 


FI: General Help 
F4: Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Memory Information 

— 

— 

Hardware Memory Test 

[ Disabled ] 

Enabled 

メモリ試験を行うかどうかを設定します。 
Enable じすると POST 起動に時間がかかりま 
す。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM (こ対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後(こ自動的 
に「N0」に切り替わります。 

Memory RAS Mode 

[Independent] 

Mirroring 

Lock Step 

Sparing 

メモリの RAS モードを設定します。機能の 
詳細については、「メモリ機能の利用」 (259 
ページ）を参照してください。 

Memory Frequency 

Auto 

800 MHz 

1067 MHz 
[1333 MHz] 

メモリ動作ク□ックを設定します。 

Memory Voltage 

Normal 

[Low] 

メモリが動作する電圧を設定します。 

Normal を選択すると消費電力が増えますが 
メモリの動作ク□ックが上がります。 

NUMA 

Disabled 

[Enabled] 

Non-Uniform Memory Access 機能の有効/ 
無効を設定します。に CPU 構成の場合のみ 
表示されます。） 


[]： 化荷時の設定 
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Memory Information ヴブメニユー 


Advanced 


Total Memory 

49152 MB 



AvaiLabLe under 4GB 

3072 MB 



CPU1 DIMM1 Status 

Present 4096 MB 



CPU1_DIMM2 Status 

Present 4096 MB 



CPU し DIMM3 Status 

Present 4096 MB 



CPU1 DIMM4 Status 

Present 4096 MB 



CPU1_DIMM5 Status 

Present 4096 MB 



CPU し DIMM6 Status 

Present 4096 MB 



CPU2 DIMM1 Status 

Present 4096 MB 



CPU2_DIMM2 Status 

Present 4096 MB 



CPU2_DIMM3 Status 

Present 4096 MB 



CPU2 DIMM4 Status 

Present 4096 MB 



CPU2_DIMM5 Status 

Present 4096 MB 



CPU2 DIMM6 Status 

Present 4096 MB 





FI: 

General Help 



F4: 

Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください（表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

Total Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Available under 4GB 

- 

4GB1U 下の領域で使用可能なメモリ容量を 
ぶ 7J^ しよす0 

CPU1_DIMM1-6 Status 
CPU2_DIMM1-6 Status 

数値 

Disabled 

Not Installed 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

数値の場合はメモリが正常であり、そのメ 
モリの容量を示します。 「Disabled」 は故障 
していることを、 「Notlnstalled」 はメモリ 
が取り付け6れていないことを、 「Error」 は 
メモリの強制起動を示します。 

表示と DIMM ソケットは同じを称になってい 
ます 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration ヴブメニュー 


Advanced メニユーで 「PCI Configuration 」 を選択し、く Ente 「> キーを押すと JU 下の画面が表 
されます。 


Advanced 



11 ~砸 

[PXE Boot] 

Disables / Enables the 

LAN1 Option ROM Scan 

onboard LAN controlLer. 

LAN2 Option ROM Scan 

[PXE Boot] 


PCI Slot 1Option ROM 

[EnabLed] 


PCI Slot 2 Option ROM 

[EnabLed] 


PCI Slot 3 Option ROM 

[EnabLed] 


PCI Slot 4 Option ROM 

[EnabLed] 


PCI Slot 5 Option ROM 

[EnabLed] 


PCI Slot 6 Option ROM 

[EnabLed] 

F1 : General Help 

F4: Save ESC: Exit 


(C) 2010 Am 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[Enabled] 

オンボード上の LAN コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1Option ROM Scan 

Disabled 
[PXE Boot] 
iSCSI Boot 

オンボード上の LAN 1 のブート方法を設定し 
ます。 

LAN2 Option ROM Scan 

Disabled 
[PXE Boot] 
iSCSI Boot 

オンボード上の LAN 2 のブート方法を設定し 
ます。 

PCI Slot 1 〜 6 Option ROM 

Disabled 

[Enabled] 

PCI ボード上のオプシヨン ROM の展開を有効 
じするか無効じするかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


两"〇 RAID コント□-ラや LAN ボード(ネットワークブート )、 Fibre Channe ロン 
卜□—ラで、 0 S びインス!ルされた八ードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCU □ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
<ださい。 
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Advanced Chipset Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと 
t 又下の画面が表示されます。 


Advanced 




I/0AT 

QPI Frequency 


BiffljTSrn 。 

[Enabled] 
CEnabLed] 
[Auto] 


Wake On LAN/PME 
Wake On Ring 
Wake On RTC Alarm 


CEnabLed] 

[Disabled] 

[Disabled ： 


Disables / Enables High 
Precision Event Timer. 


FI: General Help 
F4: Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

HPET 

Disabled 

[ Enabled ] 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

VT-d 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルチップセットが提供する nntel ( R ) 
Virtualization Technology for Directed I / O 」 
の有効/無効を設定します。この機能に対応 
しているプ□セ、ソサの場合に表示されます。 

I/OAT 

Disabled 

[ Enabled ] 

Intel I / O アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

QPI Frequency 

[ Auto ] 

4,800 GT/s 
己， 866 GT/s 

6,400 GT/s 

QPI バススピードを設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


wO Wake On Rin 呂機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
Bto た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Rin 呂機能び有効となりません。 
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SATA Configuration ヴブメニュー 


Advanced メニューで l"SATA Configuration」 を選択し、く Ente「> 羊一を押すと]:>(下の画面が 
表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Erite「> 羊一を押すとサ 
ブメニューが表示されます。 


Advanced 



F1 : General Help 
F4: Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

SATA Information 

— 

SATA Mode が 「RAID Mode」 の時は表示 
されません。 

SATA Mode 

[IDE Mode] 

RAID Mode 

SATA Mode の状態を表示します。（表示の 
み） 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disable] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

1 己 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて HDD デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 


[]： 出荷時の設定 
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SATA ||1化「11131:1〇ロヴブメニュー 


Advanced 


SATA Porto 
SATA Porti 
SATA Port2 
SATA Ports 
SATA Port4 
SATA Ports 


Not Present 
Not Present 
Not Present 
Not Present 
Not Present 
Not Present 


FI: General Help 
F4: Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください（表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

SATA Porto 

SATA Porti 

SATA Port 2 

SATA Ports 

SATA Port 4 

SATA Port 己 

- 

それぞれのチャネル(こ接締されているデバ 
イスを表示します。 


[]： 出荷時の設定 
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USB Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「US 巨 Configuration」 を選択し、く Ente「> キーを押すと U 下の画面が 
表示されます。 


Advanced 



巧 

Disables / Enables USB 2 ■日 

Device Reset nmeout 

口〇 sec] 

feature- 



FI: General Help 



F4: Save ESC: Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

USB 2.0 Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB2.0 の有効/無効を設定します。 

Device Reset Timeout 

10 sec 

USB Mass storage device へ Start Unit〕 マ 


[20 sec] 

ンドを発行した時のタイムアウトまでの時 


30 sec 

40 sec 

間を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Serial Port Configuration ヴブメニュー 


Advanced メニューで ["Serial Port Configuration」 を選択し、く Ente「> キーを押すと JU 下の画 
面が表示されます。 



C) 


Advanced 


Server 


Am 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A Settings 

- 

- 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Serial A Base I/O 

[3F8h] 

2F8h 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Serial A Interrupt 

[IRQ 4] 

IRQ 3 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B Settings 

- 

- 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Serial B Base I/O 

3F8h 

[2F8h] 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート目のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Serial B Interrupt 

IRQ 4 
[IRQ 3] 

シリアルポート目のための割り込みを設定し 
ます。 

Console Redirection 

Settings 

- 

- 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートか 
6ESMPR0/ServerManager やハイパー 
ターミナルを使つ た管理端末か6のダイレ 
クト接続を有効(こするか無効にするかを設 
定します。このメニューを有効(こすると次 
項からの接締の設定メニューが表示されま 
す。 

Terminal Type 

[VT100+] 

VT-UTF8 

ANSI 

ターミナル端末の種別を選択します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Baud Rate 

9600 

19200 

57600 

[115200] 

接続する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエース(こ使用するボーレートを設定し 
ます。 

Data Bits 

7 

[8] 

データの bit 幅を設定します。 

Parity 

[None] 

Even 

Odd 

パリティ bit の設定をします。 

Stop Bits 

[1] 

2 

Stop bit の設定をします。 

Flow Control 

None 

[Hardware RTS/CTS] 
Harrdware RTS/CTS+CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Continue C.R. after POST 

Disabled 

[Enabled] 

コンソールリダイレクシヨンを POST 終了後 
に継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニユーが表示されます。項目の前 
に「►」がついているメニューは、選択後 <Ente「> 羊一を押してサブメニューを表示させてか 
ら設をします。 



Administrator Password もしくは User Password のどちらかでく Enter〉 羊一を押すとパス 
ワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 

— "〇 • 「User Password 」 は 、 fAdministrator PasswordJ を設定してい 
Ifai ないと設定でをません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します。 ["Security Chip Configuration」 
は選択後、<£が6「>车一を押してサブメニューを表示させてから設ちします。 


項目 

パラメータ 

説明 

Password Configuration 

- 

- 

Administrator Password 

20 文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとアドミニストレーター 
のパスワード入力画面(こなります。 

このパスワードですベての SETUP メニュー 
じアクセスできます。この設定は SETUP を 
起動したときのパスワード入力で 
「Administrator」 で□グインしたときのみ設 
定できます。 

User Password 

20文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面(こなります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセス(こ制限がありま 
す。この設定は SETUP を起動したときのパ 
スワードの入力で 「Administrator」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Security Configuration 

- 

- 

Password On Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/行わない 
の設定をします。先にスーパバイザのパス 
ワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Disable USB Ports 

[Disabled] 

Front 

Rear 

Internal 

Front + Rear 

Front + Internal 

Rear + Internal 

Front + Rear + Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 

Trusted Computing 




[]： 出荷時の設定 
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Trusted Computing ヴブメニュー 


Security メニューで 「Trusted Computing」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと下の画面が表 
W されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Configuration 

- 

- 

TPM Support 

[Disabled] 

Enabled 

TPM 機能サポートの有効/無効を設定しま 
す。 

「Administrator Password」 を設定すると選 
択巧能になります。本メニューを有効(こす 
ると夕項か6の TPM 設定メニューが表示さ 
れます。 

TPM State 

[Disabled] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 TPM 
Support が有効な場合、設定巧能(こなりま 
す。 

Pending TPM operation 

[None] 

Enable Take Ownership 
Disable Take Ownership 
TPM Clear 

TPM オペレーションを設定します。 

TPM S ね te が有効な場合、設定可能(こなり 
ます。 

Current TPM Status 
Information 

- 

- 

TPM Enabled Status 

Enabled 

Disabled 

TPM 機能の状態を表示します。（表示のみ） 

TPM Active Status 

Activated 

Deactivated 


TPM Owner Status 

Owmed 

Unowned 



[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 



Server メニューで設定:できる項目とその機能を示します。 l"System Management 」 と [BMC 
LAN Configuration」 、 [Event Log Configuration 」 は選択後、く Ente 「> 羊一を押してサブメ 
ニューを表示させてから設ちします。 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Management 

- 

- 

BMC LAN Configuration 

- 

- 

Event Log Configuration 

- 

- 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB-2 Policy 

[Retry 3 Times] 

Disable FRB2 Timer 
Always Reset 

FR 目レベル2のエラーが発生したときのシス 
テムの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

己- 60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない 0S か6起動する場合じは、 
この機能を無効じしてください。 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 「Boot Monitoring」 

を設定した場合(こ、設定可能になります。 
[Retry 3times] (こ設定すると、タイムアウト 
の発生後にシステムをリセットし、 0S 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後(こ 0S 起動を常(こ試みます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常をお化した 
場合 ( こ POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

ChecK previous System 
Config 

Disabled 

[Enabled] 

システムの構成が前回の立ち上げ時と異な 
る場合、本設定を Enabled ( こ設定すると、シ 
ステムは Boot の前にユーザの入力を待ちま 
す。 

BMC IRQ 

[IRQ 11] 

Disabled 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ ーラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中 ( こエラーが発生した際 ( こ、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうかを設定します。 

Memory Error 

Halt 

[Boot] 

POST を実行中、メモリリソース(こおいて縮 
退エラーが発生している際 ( こ、 POST の終わ 
りで一旦停止するかどうかを設定します。 

本設定は、 「 Server 」 メニューの 「POST 

Error Pause 」 が 「 Enabled 」 （こ設定されて 
いるとき ( こ有効となります。 

本項目が 「 Boot 」 に設定されていても、全 
てのリソースで縮退が発生している場合は 
POST の終わりで停止します。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

パワースイ、ソチの抑止機能を有効(こするか 
無効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効(こで 
きません。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time(Sec) 

に 0] - 25 己 

DC 電源を ON にするディレイ時間を 20 秒か 

62 日日秒の間で設定します。 AC-LINK で 
[Last StateJ または 「Power On 」 に設定 
している場合 ( こ有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

目 MC (ベースボードマネージメントコント 
□- ラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 

CLI SETUP 

[Disabled] 

Enabled 

この GU 陋面での SETUP メニューに代わり、 
CLI SETUP (Command Line Interface 
SETUP MENU) を起動する時に Enabled に 
設定します。再度 GUI 画面の SETUP メ 
ニューに切り替えるには 、 CLI SETUP から 
本項目を Disabled に設定変更してください。 


[]： 出荷時の設定 
















ハードウエア編 295 


rAC-LINKJ の設定と本装置の AC 電源が OFF になつてから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒 iU 上押し続ける操作です。強制的(こ電源を OFR こします。 


f 無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運乾を行う場 S ま FAC - LINKJ の設定 
を 「Power On 」 にしてください。 
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System Management ヴブメニュー 

Server メニューで l"System Management 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください（表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

目10 S のバージョンを表示します。 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 

71^しまず。 

System Part Number 

— 

本装置のシスてムの部品番号を表71^します。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます。 

Chassis Part Number 

— 

本装置の崖体の部品番号を表示します。 

Chassis Serial Number 

— 

本装置の崖体のシリアル番号を表示します。 

Onboard LAN 1 MAC 

— 

標準装備の LAN コネクタ1の MAC アドレス 

Address 


を表示します。 

Onboard LAN 2 MAC 

— 

標準装備の LAN コネクタ2の MAC アドレス 

Address 


を表示します。 

Management LAN MAC 

— 

マネージメント専用 LAN コネクタの MAC ア 

Address 


ドレスを表示します。 

BMC Device ID 

— 

目 MC のデバイス D を表示します。 

BMC Device Revision 

— 

目 MC のレビジョンを表示します。 

BMC Firmware Revision 


目 MC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します。 
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BMC LAN Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで「目 MC LAN Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、下の画 
面が表示されます。 


マネージメント専用 LAN コネクタはその他の LAN としては使用できません。 


Server 


BMC Network Configuration 


Select CEnable] to share a s 
ystem LAN port with BMC LAN. 

LAN Connection Type 

CAuto Negotiation] 

If you use a management LAN 

IP Address 

192.168 .1.1 

port for the BMC, select 

Subnet Mask 

255.255 .255.0 

[Disable]. 

Default Gateway 

0.0.0.0 


DHCP 

[Disabled] 


Web Interface 



HTTP 

HTTP Port Number 

[Disabled] 


HTTPS 

HTTPS Port Number 

[Disabled] 


Command Line Interface 



TeLnet 

TeLnet Port Number 

[Disabled] 


SSH 

SSH Port Number 

[DisabLed] 


^ Clear BMC Configuration 


FI: General Help 

F4: Save ESC: Exit 




項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BMC Network 

Configuration 

- 

- 

Shared BMC LAN 

Disabled 

Enabled 

マネージメント専用 LAN を使用する場合に 
は 「 Disabled 」 に設定します。 

「 Enabled 」 に設定すると、 LAN 1を通常の 
LAN と共有してマネージメント専用 LAN と 
しても使用することができます。 「 Enabled 」 

(こ設定した場合、マネージメント専用 LAN 
は使用できません。 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation ] 

100 Mbps Full Duplex 
100 Mbps Half Duplex 
10 Mbps Full Deplex 
10 Mbps Half Deplex 

マネージメント専用 LAN のコネクションタ 
イプを設定します。 

IP Address 

[192.168.1.1] 

マネージメント専用 LAN の IP アドレスを設定 
します。 

Subnet Mask 

に日日. 2 日日. 255.0] 

マネージメント専用 LAN のサブネットマス 
クを設定します。 

Default Gateway 

[ O . O . O . O ] 

マネージメント専用 LAN のゲートウエイを 
設定します。 

DHCP 

Disabled 

Enabled 

[ Enabled ] に設定すると、 DHCP サーバか 

6 IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、に isabled ] じ設 
定します。 

Web Interface 

— 

— 
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項目 

パラメータ 

説明 

HTTP 

Disabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 


Enabled 

使用する場合(こは [ Enabled ] に設定してく 
ださい。 

HTTP Port Number 

[80] 

マネージメント専用 LAN が HTTP (こよる通信 
の際(こ使用する TCP ポートナンバーを設定 
します。 

HTTPS 

Disabled 

Web インターフェースの HTTPS (こよる通信 


Enabled 

を使用する場合には [ Enabled ] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

マネージメント専用 LAN が HTTPS じよる通 
信の際に使用する TCP ポートナンバーを設 
定します。 

Command Line Interface 

- 

- 

Telnet 

Disabled 

コマンドラインインターフェースとして 


Enabled 

Telnet 接続(こよる通信を使用する場合じは 
[ Enabled ] (こ設定してください。 

Telnet Port Number 

に 3] 

Telnet 接続(こよる通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

Disabled 

コマンドラインインターフェースとして 


Enabled 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

SSH Port Number 

に 2] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[ No ] 

[ Enter ] を押し、 [ Yes ] を選択すると、 


Yes 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
















ハードウエア編 299 


Event Log Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで [Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、 W 下の画 
面が表示されます。項目の前じ「►」がついているメニューは、選択して < Erite 「> キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Event Log 



Auto Clear Event Logs 

Enabled 

「 Enabled 」 （こ設定するとエラー□グエリア 


[ Disabled ] 

が Full になったときに自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

[ No ] 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 


Yes 

「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラー□グ 



を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log ヴブメニュー 

Server メニューの 「Event Log Configuration 」 で l"System Event Log 」 を選択すると 、 JU 
下の画面が表示されます。 



さらに 「View System Event Log 」 を選択すると W 下の画面が表示されます。 

W 下はシステムイベント□グの例です。 

記録されているシステムイベント□グはく^ > 羊一/ く t >キー 、 く+ >キー /く- >キー 、 
く Home >车 一/ く End > 羊 一を押すことで表示できます。 



女女********女*女*女女女: fcifc********** ♦女*****♦♦女 ♦* ♦女*****★★★★み 

Setup Notice : 

If you select "View System Event Log" 
menu beLow, It may take a few minutes 
to dispLay. 


Getting System Event Logs. 

Number of SEL Entries = 919 

DATE TIME SENSOR TYPE 

05/28/10 18:10:19 System ACPI Power State 

05/28/10 18:10:19 System Event 

05/28/10 18:10:18 Button/Switch 
05/28/10 17:37:35 System ACPI Power State 

05/28/10 17:37:32 Reserved Type 
05/28/10 17:37:32 OS Critical Stop 
05/28/1017 づ 6:09 Reserved Type 
05/28/1017 づ 6:09 OS Boot 
05/28/10 17:35:53 System Boot Initiated 
05/28/1017 づ 4:28 System Event 
05/28/1017 づ 4:27 System Event 
05/28/10 16:33:49 System Event 

05/28/10 16:33:13 System Event 

05/28/10 16:32:33 System ACPI Power State 


View System Event Log 


General HeLp 
F4: Save ESC: Exit 


(C) 2010 Am 
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Clear BMC Confi 呂 uration のを意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セットアッ 
プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフォルトに戻 
りません（デフォルトに戻ずには Clear BMC Confi 呂 uration を実行し 
て < ださい)。 

• Clear BMC Confi 邑 uration 実行後の初期化び完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト 「 ESMPRO/ServerAgent 
Extension 」 をご使用の場合は、 ESMPRO/ServerA 旨 ent Ex お nsion で 
設定された項目も Clear BMC Confi 呂 uration の操作にてクリアされます。 
ESMPRO / ServerA 呂 ent Ex お nsion をご使用の場合には、本操作を行う 
前に ESMPRO / ServerA 呂 ent Ext 飢 sion の設定情報のバックアップを 
巧ってください。 





302 システム巨 lOS ( SETUP ) のセットアップ 


Boot 

カーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定ずる目〇饥メニューが表示されます。 




Boot Com igu rat ion 


DisabLes/EnabLes the Quiet Boot 


掘 

option 

Bootup NumLock State 

[0 け ] 


Setup Prompt Timeout 

5 


Boot Option Priorities 



Boot Option #1 

[CD/DVD Drive] 


Boot Option #2 

[Y-E DATAUSB-FDU 7.0 3] 


Boot Option #3 

[Hard Drive] 


Boot Option #4 

CD/DVD ROM Drive BBS Priorities 
Floppy Drive 祀 S Priorities 

Hard Drive BBS Priorities 

Network Drive BBS Priorities 

[IBA GE SLot 0100 v...] 

FI: General Help 

F4: Save ESC: Exit 


(C) 2010 Am 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot Configuration 

- 

- 

Quiet Boot 

Disabled 

「Disabled」 （こ設定すると電源 ON 後のディス 


[Enabled] 

プレイ(こ NEC □ ゴではなく POST の実行内容 
が表示されます。 

「BIOS Redirection Port」 が有効に設定され 
ている場合(こは、 「Unavailable」 と表示さ 
れ、設定を変更することはできません。必 
ず Disabled 状態として動作します。 

再び 「BIOS Redirection Port」 を無効に設 
定すれば、既存の設定値が表示され、設定 
を変更することができます。 

Bootup Numlock State 

On 

システム起動時(こ Numlock の有効/無効を設 


[Off] 

定します 

Setup Prompt Timeout 

数値 

POST 中に Setup を起動するための F2 キーの 
入力待ち時間を設定します。 

Boot Option Priorities 

- 

- 

Boot Option #1 

- 

起動デバイスの優先順位を表示します。 

Boot Option #2 

- 

全ての Boot Option を Disabled に設定すると 

Boot Option #3 

- 

POST 終了時に SETUP が起動します。 

Boot Option #4 

- 


CD/DVD ROM Drive BBS 
Priorities 

- 

を BBS での起動優先順位を設定します。 

Floppy Drive BBS Priorities 

- 


Hard Drive BBS Priorities 

- 


Network Drive BBS 

Priorities 

- 



[]： 出荷時の設定 


1. BIOS は起動巧能なデバイスを橫化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 
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2. く t > 羊 一/く1 > 羊 一とく 十>车 一/く 一 >キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から4位）を変更できます。 

名'デバイスの位置へく t >キ ー/く i > 羊 一で移動させ、く 十>丰 一/く一 >羊 一で優先 
順位を変更できます。 


Save & Exit 

力ーソルを 「 Save & Exit 」 の位置に移動させると 、 Save & Exit メニューが表示されます。 


Setup UtiL 
Advanc 


0 Arnerican Me 
r Boot 




Save Options 

Exit system setup after saving 


the changes - 

Discard Changes and Exit 


Save Changes 


Discard Changes 


Load Setup Defaults 



General Help 


F4: Save ESC: Exit 


ht (C) 2010 


このメニューのをオプションについて W 下に説明します。 


モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合がありまず。こ 
Bra の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直ず 
必要びあります。 


Save Changes and Exit 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。選択すると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、 
自動的にシステムを再起動します。 


Discard Changes and Exit 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終わらせたい時に、この項目 
を選択します。選択すると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 rVesJ を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了 
し、自動的にシステムを再起動します。 


Save Ghan 呂白 S 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存する時に、この項目を選択します。選択すると、 
確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存します。 
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Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。選択ずると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、 W 前の内容に戻ります。 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。選択すると、 
確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のずベての値をデフォルト値に戻して Save & Exit メ 
ニューに戻ります。 
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y セットとク y ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
车一を押してください。リセットを実行します。 


リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてし 
まいまず。ハングアップしたとき m がでリセットを行うときは、本装置びなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。履 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
0 S を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


两-〇 CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容びずべてデフオルト 
除3 の設定に戻りまず。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイ、ソチは下図の位置にあります。 


W-0 その他のジャンノ くの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
■to 因となります。 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 


AA 

A® 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死!!:ず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、川ぺージ降の説明をご覧くださし、。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミち意 



AA 

A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 2人似下で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• コネクタカバーをがしたまま取り付けない 
参局温ミち意 


く CMOS メモリのクリア> 

1 . 188ページを参照して準備をする。 

2. 189ページを参照してサイドカバーを取り外す。 

3. クリアしたい機能のジャンノ くスイッチの位置を確認する。 

4. ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 

前ページの國を参照してください。 

日.日秒ほど待って元の位置に戻す。 

6. 取り外した部品を元に組み立てる。 

7. 電源コードを接続して本体の電源を日 N にする。 

8. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し 、 Save & Exit メ 
ニューから 「Load Setup Defaults 」 を実行する。 
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くパスワードのクリア> 

1. く CM 日 S メモリのクリア >の！〜日の手順同様にパスワードクリアのジャンパス 
イッチの設定を変更する。 

2. 取り外した部品を元に組み立て、 P 日 WER スイッチを押す。 

3. く F 2> キーを押して BI 日 S SETUP ユーティリティを起動し、パスワードを設定し 
直して rSave Changes and Exit 」 を実行する。 

4. 電源を落とし、ジャンノ（スイッチを元に戻す。 

日.再度、本体を元通りに組み立てる。 


割り込みライン 


割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考じして<ださい。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

PCI 

1 

— 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

PCI 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

LAN1, VGA 

己 

SM Bus 

17 

LAN2, PCI 

6 

PCI 

18 

PCI 

7 

PCI 

19 

PCI 

8 

リアルタイムク□ック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

PCI 

22 

USB 

11 

マザ ーボー ドリソース 

23 

USB 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、本体装置のオンボードの RAID コント日ーラ （LSI Embedded MegaRAID ) を使用し 
て、内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして使用する方まについて説明します。 
オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -129/130) による RAID システムの使用方まについ 
ては、オプションに添付の説明書などを参照してください。 


RAID にごいて 


RAID の概要 

RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks) とは 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う技 
術のことを意□ホします。 


つまり RAID とは複数の八ードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することをいいます。これにより単体の大容量八ード 
ディスクドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

RAID コント□-ラけンボードの RAID コント日ーラ 0 _SI Embedded MegaRAID ) または、オプ 
シヨンの RAID コント日ーラ ( N 8103 -129/130)) では、1つのディスクグループを複数の論理 
ドライブ(バーチャルディスク)に分けて設をすることができます。これらのバーチャルディス 
クは、 0 S からそれぞれ1つの八ードディスクドライブとして認識されます。 0 S からのアクセ 
スは、ディスクグループを構成している複数の八ードディスクドライブに対して並行して行わ 
れます。 


また、使用する RAID レベルによっては、ある八ードディスクドライブに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 


W-0 オンボードの RAID コント□—ラおよび N 8103 -129/1 30実装時には、休止 
が態、スタンノレ r への移行は行わないでください。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方式じは、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボードの 
RAID 〕 ント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ) がサポートする RAID レベルは 、 「RAID 0」 
「RAID UTRAID 10」、オプションの RAID コント□-ラがサポートする RAID レベルは 、 「RAID 
0」 「 RAID 1」 「 RAIDS」「RAID 6」 「 RAID 10 」 「RAID 50」です。ディスクグループを作成す 
る上で必要となる八ードディスクドライブの数量は RAID レベルごとに異なりますので、下の 
表で確認して<ださい。 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 0 

1 

8 

RAID 1 

2 

2 

RAID 日 

3 

8 

RAID 6 

3* 

8 

RAID 10 

4 

8 

RAID 50 

6 

8 


* シームレスセツトアップで RAID 6 を選択するには同一容量の八ード 


ディスクドライブが4台じ(上必要です。 


P -0 RAID コント□—ラの種類によりサボートしている RAID レベルび異なりま 
す。構築ずる RAID レベルに合わせて RAID コント□—ラを取り付けてくださ 
し、。 


rAl 各 RAID のレベル詳細は、 「 RAID レベル」 （313 ぺージ）を参照してくださし、。 

だ面 
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ディスクグループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数の八ードディスクドライブをグループ化したちのを表します。設を巧 
能なディスクグループの数は、八ードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の図はオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプションの 
RAID コント□ーラに八ードディスクドライブを3台接続し、3台で1つのディスクグループ 
( DG ) を作成した構成例です。 


RAID コント□ーラ 



八ードデイスク 
ドライブ1 
(36 GB ) 


八ードデイスク 
ドライブ2 
(36 GB ) 


八ードデイスク 
ドライブ3 
(36 GB ) 
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バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設をしたものを表 
し、 0 S からは物理ドライブとして認識されます。設を可能なバーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□ーラ当たり最大64個になります。 


次の図はオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプションの 
RAID コント□ーラに八ードディスクドライブを3台接続し、3台で1つのディスクグループを 
作作成し、ディスクグループに RAIDO のバーチャルディスク ( VD ) を2つ設をした構成例です。 


RAID コント□ーラ 


DGO 容量108 G 巨 



— _^ 


^ — _ ィ 


- -^ 



VD0-1 

20G 巨 


VD0-2 

20G 巨 

" 一 _ ' 


VD0-3 

20G 巨 

^—し1_ 

VDO (RAIDO) 
容量 60GB 

VD1-1 

16GB 

^ 


VD1-2 

16GB 

^ 


VD1-3 

16GB 

VD1(RAIDO) 
容量 48GB 


A — ドデイスク 
ドライブ1 
(36 GB ) 


八ードディスク 
ドライブ2 
(36 GB ) 


A — ドデイスク 
ドライブ3 
(36 GB ) 


パリテイ (Parity) 

冗長データのことです。複数台の八ードディスクドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生成します。 

生成された冗長データは、八ードディスクドライブが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中に八ードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホ、ソトスワップといいます。 


ホツトスペア (Hot Spare) 

ホ、ソトスペアとは、冗長性のある RAID レベルで構成された□ジカルドライブ配下の八ード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるように用意された予備の八一 
ドディスクドライブです。八ードディスクドライブの障害を橫化すると、障害を橫化した 
八ードディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホ、ソトスペアを使用してリビルドを実行し 
永4 〇 
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RAID レベル 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプションの RAID コン 
卜□ーラがサポートしている RAID レベルじついて詳細な説明をします。 

オンボードの RAID コント日ーラ （LSI Embedded MegaRAID ) がサポートする RAID レベルは、 
「 RAIDO 」「 RAID 1 」 「RAID 10」、オプションの RAID コント日ーラがサポートする RAID レべ 
ルは 、 「RAID 0 」 「RAID 1」 「 RAIDS 」「 RAIDS」「RAID 10 」 「RAID 50」です。 


RAID レベルの特徴 

を RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 0 

ストライピング 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリング 

あり 

八 ー ドディスクドライブが2台必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

RAID 己 

データおよび冗長データ 
のストライピング 

あり 

八ードディスクドライブが3台 U 上必要 
容量 二へー ドディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 1) 

RAID 6 

データおよび二重化冗長 
データのストライピング 

あり 

八ードディスクドライブが3台]: i 上必要 
容量=八ードディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 2) 

RAID 10 

RAID 1のストライピング 

あり 

八 ー ドディスクドライブが4台] U 上必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数今 2) 

RAID 己0 

RAID 5 のストライピング 

あり 

八ードディスクドライブが6台] U 上必要 
容量=八ードディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 2) 
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「RAIDO」 について 


データをを八ードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライピング」と 
呼びます。 


図ではストライプ1(八ードディスクドライブ1)、ストライプ2(八ードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(八ードディスクドライブ 3) •- •というようにデータが記録されます。すべての 
八ードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


，■〇 RAIDO はデータの冗長性びありません。 A- ドディスクドライブび故障ずる 
置 3 とデータの復旧びできません。 


RAID コント□ーラ 


^- ィ 


ぐ ^ 

^^ ィ 


^^ ^ N 

八ード 
テイスク 

ドライブ1 

— ^ > 


八ード 
テイスク 
ドライブ2 


八ード 
デイスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 

ストライプ4 


ストライプ己 


ストライプ6 


[RAIDIJ について 

1つの八ードディスクドライブに対してもう1つの八ードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台の八ードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別の八ードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方の八ードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方の八ードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムをダウンすることなく運用できます。 


RAID コント□ーラ 



^ - > 

' - - 


X -^ 

' - - 

八ード 


八ード 

ディスク 


ディスク 

ドライブ1 


ドライブ2 


ストライプ1 


ストライプ1 

ストライプ2 


ストライプ2 
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「 RAID 引について 


RAIDO と同様に、データをを八ードディスクドライブへ「ストライピング」方式で分散して 
記録しますが、そのときパリティ（冗長データ）もを八ードディスクドライブへ分散して記録 
します。この方式を「分散パリティがきストライピング」と呼びます。 


データをストライプ ( X )、 ストライプ ( X +1)、 そしてストライプ ( X ) とストライプ ( X +1) から生成 
されたパリティ （ X ， X +1) というように記録します。そのためパリティとして割り当てられる容 
量の合計は、ちょうど八ードディスクドライブ1台分の容量になります。□ジカルドライブを 
構成する八ードディスクドライブのうち、いずれかの1台が故障してち問題な<データが使用 
できます。 


RAID コント□-ラ 


^-^ 


-- 


^-^ 

八ード 
ディスク 
ドライブ1 


八ード 
ディスク 
ドライブ2 


八ード 
デイスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（に） 




ストライプ4 


パリティロ， 4) 


ストライプ3 




パリティ（己， 6) 


ストライプ己 


ストライプ6 


「 RAIDS 」 について 


RAID 5 と同様に「ストライピング」方式で記録しますが、通常のパリティ （ P ) と、何らかの係 
数による重みがけなど異なる計算手法を用いた別のパリティ （ Q ) の、2種類のパリティを使用 
します。この方式を「二重化分散パリティがきストライピング」と呼びます。そのためパリ 
ティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうど八ードディスクドライブ2台分の容量じな 
ります。□ジカルドライブを構ぶする八ードディスクドライブのうち、いずれかの2台が故障 
しても問題なくデータが使用できます。 



RAID コント□ーラ 








I I 

I I 

I I 




尸 ^ 

^_ イ 




^^ ^ S 

八ード 
テイスク 

ドライブ1 

^ _ ^ 


八ード 
デイスク 
ドライブ2 


八ード 
ディスク 
ドライブ3 


八ード 
デイスク 
ドライブ4 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ P (1,2) 


パリティ Q (1,2) 

ストライプ4 


パリティ P (3,4) 


パリティ Q (3,4) 


ストライプ3 

パリティ P (己， 6) 


パリティ Q (己， 6) 


ストライプ己 


ストライプ6 

パリティ Q (ス 8) 

ストライプ7 


ストライプ8 


パリティ P 巧， 8) 
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「 RAID 10 」について 

データを2つの八ードディスクドライブへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライピング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID 1 の高信頼性を同時に実現することができます。 





RAID コント□ーラ 





I 

I I I 

-^ -^ 戸 - 




ストライプ1 


ストライプ3 


ス f '' つづノ己 


▲ 


RAID 1. 


▲ 



ストライプ1 


ストライプ2 



ストライプ3 


ストライプ4 



ストライプ己 


ストライプ6 



ストライプ2 


ストライプ4 


ストライプり 


▲ 


RAID 1 - 


A 


RAID 0 


「 RAID 曰 0 」について 

データをを八ードディスクドライブへ「分散パリティ付きストライピング」で分散し、さら 
にそれらを「ストライピング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能 
と、 RAID 5 の高信頼性を同時に実現することができます。 



ストライプ1 


ストライプ2 


パリテイ（1, 2) 


ストライプ3 


ストライプ4 


パリティ（3, 4) 

ストライプ6 

パリティ(5, 6) 


ストライプ5 


ストライプ8 


パリティ（ス 8) 

ストライプ7 

パリティ（9, 10) 

ストライプ9 


ストライプ10 

L A 

パリティ（11, 12) 


ストライプ11 

ストライプ12 

▲ 


— RAID5 - 

A 


— RAID5 — 


▲ 


个午 

- RAID 日- 
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オンポードの RAID コント□—ラのコンフイグレーシヨン 


本体装置のオンボードの RAID コント□-ラ （LSI Embedded MegaRAID ) を使用して、内蔵の八ード 
ディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。 

J \- ドディスクドライブの取り付け 

本体に構築したい RAID レベルの最ル必要台数じ(上の八 ー ドディスクドライブを取りがけてくださ 
い。取り付け手順については、「3.5型八ードディスクドライブ」 （193 ページ）に.5型八ードディス 
クドライブ」 （199 ページ）を参照してください。 

取り付ける八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
し、また、 RAID 1を構築する場合は、同じ容量の八ードディスクドライブを 
使用ずることをお勧めしまず。 


RAID システムの有効化 

取り付けた八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、 RAID システムの八ード 
ディスクドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID システムとして使用するためには、マザーボードの設をを変更してください。 



BTO で RAID 構成で出荷される場合は、 RAID システムが有効に設をされていま 
す。 



警告 


AA 

A® 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死!!:ず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、川ぺージ降の説明をご覧くださし、。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 
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A ミ主意 


AA 

A A 


Q 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

• 二人 m 下で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• コネクタカバーをがしたまま取り付けない 


1 . 188ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 189ページを参照してサイドカバーを取り外す。 


3. ダクトカバーを取り外す。 


4. ジャンノ くスイッチの位置を確認する。 
己.ジャンノ くスイッチの設定を変更する。 




6. 取り外したダクトカバーを取り付ける。 

7. 取り外したサイドカバーを取り付ける。 
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LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility 

オペレーテイングシステム起動後 、 LSI EmbeddedMegaRAID のコンフイグレーシヨン、お 
よび、管理、監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき 
点について説明します。 


LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility は、使用する用語に差分が 
あります 。 LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用するとき 
は、じ(下の表を元に用語を読み替えてください。 


LSI Software RAID Configuration Utility 
の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RAID ビューァ 

raidcmd 

Adapter 

RAID コント□ーラ 

RAID Controller 

Logical Drive 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 


番号との 

RAID システムのをコンポーネントを管理するための番号は 、 LSI Software RAID 
Configuration Utility と Universal RAID Utility では表示方まが異なります。 

W 下の説明を元に識別して<ださい。 


Adapter と RAID コント□—ラ 

LSI Software RAID Configuration Utility は、 Adap お「を 0 から始まる番号で管理します。 
Adapter の番号を参照するには、 [ Objects ] メニユーのに el . Adapter ] で参照できます。 
Universal RAID Utility は、 RAID コント□-ラを1から始まる番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAID コント□-ラの番号を参照するには、 RAID ビユーアでは、 RAID コント □- 
ラのプ□パティの[番号]を、 「 aidcmd では、 RAID 〕 ント□-ラのプ□パティの [RAID 
Controller # X ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では 、 LSI Software RAID 
Configuration Utility のメニユーで管理する Adapter 番号も RAID コント□—ラのプ□パティの 
[ ID ] で参照できます。 


Virtual Drive と論理ドライブ 

LSI Software RAID Configuration Utility は 、 Virtual Drive を 0 から始まる番号で管理します。 
Logical Drive の番号を参照するには、 [ Objects ] メニューの [Virtual Drives ] で参照できます。 
Universal RAID Utility は、論理ドライブを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility で論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パティ 
の播哥を、 「 aidcmd では、論理ドライブのプ□パティの [RAID Controller #X Virtual Drive # Y ] 
を参照します。また 、 Universal RAID Utility では 、 LSI Software RAID Configuration Utility 
の管理する論理ドライブ番号も論理ドライブのプ□パティの [ D ] で参照できます。 
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ディスクアレイ 

LSI Software RAID Configuration Utility は、ディスクアレイを 0 から始まる番号で管理します。ディ 
スクアレイの番号は、 [ Objects ] メニューの [Physical Drive ] の [Objects - PHYSICAL DRIVE 
SELECTION MENU ] の [ Axx ] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを 1 から始まる番号で管理します 。 Universal RAID Utility 
でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パティの[ディス 
クアレイ]を、 「 aidcmd では、ディスクアレイのプ□パティの [RAID Controller #X Disk Array # 丫]を 
参照します。 

Physical Drive と物理デバイス 

LSI Software RAID Configuration Utility は 、 Physical Drive を Port 番号で管理します 。 Physical Drive 
の Port 番号は [ Objects ] メニューの [Physical Drive ] で [Objects - PHYSICAL DRIVE SELECTION 
MENU ] の [Port #] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを 1 から始まる番号と ID で管理します。番号は接続している 
物理デバイスを [ ID ] の値を元に昇順に並べ、値のルさいものから順番に1から始まる値を割り当てた 
ものです。 ID は 、 LSI Software RAID Configuration Utility で表示する Port 番号と同じ値です。 
Universal RAID Utility で物理デバイスの番号と ID を参照するには、 RAID ビューアでは、物理デバイ 
スのプ□パティの[番号]と [ ID ] を、 「 aidcmd では、物理デバイスのプ□パティの [RAIDController #X 
Physical Device # Y ] と [ ID ] を参照します。 
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優先度の設定 

LSI Software RAID Configuration Utility では、 RAID コント□—ラのリビルド優先度、整合性 
チェック優先度の設を項目を数値で表示/設ちしますが、 Universal RAID Utility は、高/中/低 
の3つのレベルにまるめて表示/設ちします。それぞれの項目ごとの数値とレベルの対応につ 
いては、下の表を参照してください。 

たとえば、 LSI Software RAID Configuration Utility で、 RAID コント□—ラの [Rebuild Rate ] 
を "10" に設定:したとき、 Universal RAID utility は、その RAID コント□-ラの[リビルド優 
先風を"中"という値で表示します （RAID コント□ーラの[リビルド優先度]は "10" で 
動作します）。 

Universal RAID Utility で、 RAID コント日ーラの[リビルド優先度]を " High " に設定:したと 
き、[リビルド優先度]は、 "20" で動作します。 LSI Software RAID Configuration Utility で 
その RAID コント□-ラの [Rebuild Rate ] を参照すると、 "20" と表示します。 


LSI Software RAID Configuration Utility での設定値と Universal RAID Utility ①表示レベル 


項目 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

1 己〜100 

高 ( High ) 

LSI Software RAID Configuration Utility 

8〜14 

中 ( Middle ) 

の Rebuild Rate 

〇〜7 

做 Low ) 

整合性チ： L 、 ソク優先度 

1己〜100 

高 ( High ) 

LSI Software RAID Configuration Utility 

8〜14 

中 ( Middle ) 

の Chk Const Rate 

〇〜7 

做 Low ) 


Universal RAID Utility でレベル変更時に設定ずる値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

高 ( High ) 

20 

LSI Software RAID Configuration Utility 

中 ( Middle ) 

10 

の Rebuild Rate 

低 ( Low ) 

己 

整合性チ王、ソク優先度 

高 ( High ) 

20 

LSI Software RAID Configuration Utility 

中 ( Middle ) 

10 

の Chk Const Rate 

做 Low ) 

己 



• LSI Software RAID Configuration U 川かでは、 FGI (フォアグラウンドイニ 
シャライズ )、 BGI Rate (バックグラウンドイニシャライズの優先度)も設 
走!できますが 、 Universal RAID U 川 ity ではバックグラウンドイニシャラ 
イズの優先度は設をできません。 

• Universal RAID Utility は、初期化優先度も設定:できますが 、 「LSI 
Embedded MegaRAIDj にがして、初期化優先度を設定:できません。そ 
のため、 RAID ビユーアのプロパティの [オプション] タブに[初期化優先 
度]の項目は表示しません。また、 raidcmd コマンドで初期化優先度を設 
走:すると失敗します。 
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